
3,516,718

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 34,314

補正額

所属
<42>

区分会計
<1> <--->

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 一般会計人件費補正予算

補正予算 [第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算42 人事課 （総務部）

事業の目的

区分 区分名№　最終補正による人件費減額と、平成29年3月末退職予定者（勧奨
17名　定年3名）に係る退職手当特別負担金（一般会計負担分）を
計上

目

款

項

備　　考

細目

根拠条例等

総合計画

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

34,314

H28補正前
予算額

3,482,404

H28現計
予算額

人件費補正内訳 （単位：千円）

給料 △ 27,800

職員手当 △ 10,000

共済費 △ 32,650

退職手当負担金 △ 5,800

110,564

34,314

人
件
費
減
額
分

退職手当（特別）負担金
（20名）

合　　計
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

24,034

H28補正前
予算額

10,134

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 本庁財産管理費

根拠条例等 宇陀市ふるさと寄附条例

総合計画

補正事業
概要
(理由含）

ふるさと応援寄附金　　24,000千円
ふるさと応援基金利子　　　34千円

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　ふるさと寄附制度は、宇陀市の発展を応援したいという皆様の善
意によるもので、寄附金は「ふるさと応援基金」に積み立て、その寄
附金を財源として各事業に活用させていただくものです。

目 3 財産管理費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算41 総務課 （総務部）

補正額

所属
<41>

区分会計
<1> <2-1-3-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 ふるさと応援基金

補正予算

34,168

寄附申込金額の増加による基金積立金の増額補正

1月末までの寄付金　　　　　　　33,000千円
年度末までの寄附見込み額　　 1,000千円

基金利子　　　　　　　　　　　　　 　  168千円
計　　　　　　　　　　　　　　　 　　 34,168千円

平成28年12月末までの寄附申込件数　　251件

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他 24,034

一般財源
積立金 補正前 補正額 補正後

ふるさと応援寄附金 10,000 24,000 34,000

ふるさと応援基金利子 134 34 168

合計 10,134 24,034 34,168

(単位：千円）
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <2-1-3-1> <45>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 本庁財産管理業務

所管課 45 管財課 （総務部） 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　庁舎施設は宇陀市行政の拠点施設であり、災害時には災害対策
本部となる。
　設備の適正かつ良好な維持管理を行うとともに、来庁者に利用し
やすい快適な環境を提供するため、本庁舎の環境管理、清掃業務
等の庁舎敷地内管理を行う。
　併せて、職員の事務効率化を高めるための職場環境の整備に努
める。 目 3 財産管理費

項 1 総務管理費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第６章　第２節　行政サービスの向上

根拠条例等 宇陀市庁舎管理規則　宇陀市財産規則　他

細目 1 本庁財産管理費

その他

一般財源 ▲ 3,075

補正額 ▲ 3,375

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

192,105

H28現計
予算額

188,730

特定財源の状況

国費

県費

市債 ▲ 300
・需用費
　光熱水費　本庁舎の電気、上下水道代
　当初予算額　18,000千円
　補正額　　　▲3,000千円
・使用料及び賃借料
　放送受信料
　当初予算額　1,229千円
　補正額　　　　▲51千円
・工事請負費
　庁舎設備整備工事　中央監視盤更新工事
　当初予算額　7,236千円
　補正額　　　▲324千円

補正額　合計　▲3,375千円

財源の内訳（単位：千円）決算見込額による減額

合併特例債　▲300千円
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <2-1-3-1> <45>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 地域づくり推進基金積立金

所管課 45 管財課 （総務部） 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　市有財産である旧笠間小学校跡地の売却金を宇陀市地域づくり
推進基金に積み立てる。

目 3 財産管理費

項 1 総務管理費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第６章　第４節　行財政改革の推進

根拠条例等 宇陀市地域づくり推進基金条例

細目 1 本庁財産管理費

その他 19,330

一般財源

補正額 19,330

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

19,330

特定財源の状況

国費

県費

市債
売却額　19,330千円

財源の内訳（単位：千円）市有財産の跡地活用（旧笠間小学校）にともなう売却金
対象物件
　土地　6,818．27㎡
　建物　校舎　体育館　倉庫　プロパン庫

不動産売払収入　19,330千円
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

200,900

H28補正前
予算額

334,108

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 本庁財産管理費

根拠条例等 宇陀市財政調整基金条例・宇陀市地域づくり推進基金条例

総合計画 基本計画　第６章　第４節　行財政改革の推進

補正事業
概要
(理由含）

財政調整基金利子　657千円

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　将来の財政負担に備えるため財政調整基金等への積み立てを行
う。

目 3 財産管理費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算61 財政課 （企画財政部）

補正額

所属
<61>

区分会計
<1> <2-1-3-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 基金積立事業

補正予算

535,008

　後年度において財源不足を生じたときの調整財源として、財政調
整基金に積み立てるほか、地域づくり推進基金に積み立ての増額
を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他 657

一般財源 200,243
積立金名 補正前 補正 補正後

財政調整基金積立金 303,030 200,657 503,687
地域づくり推進基金積立金 30,150 243 30,393

計 333,180 200,900 534,080

基金名 平成27年度末
平成28年度末
見込み

財政調整基金 2,332,615 2,286,302
地域づくり推進基金 1,807,790 1,873,507
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

13,170

特定財源の状況

国費

県費

市債
寄附金13,169,028円

財源の内訳（単位：千円）　合併前の榛原町に対して寄附いただいた故松岡正雄（太和）氏の
作品の保存並びに顕彰を目的とした寄附を故松岡アヤ相続人有志
からいただいたため基金に積み立てる。

寄附金　13,170千円

その他 13,170

一般財源

補正額 13,170

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画

根拠条例等

細目 1 本庁企画費

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　亡松岡アヤ（故松岡正雄氏の妻）相続人有志より、合併前の榛原
町に寄附いただいた亡松岡正雄の作品の保存並び顕彰することを
目的に、宇陀市地域づくり推進基金へ寄附金を積み立てる。

目 4 企画費

項 1 総務管理費

所管課 81 企画課 （企画財政部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 地域づくり推進基金積立金

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <2-1-4-1> <81>
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

使用料及び賃借料
【補正前】
　96,505千円
【補正額】
　▲1,500千円
【補正後】
　95,005千円

▲ 1,500

H28補正前
予算額

136,776

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 本庁電子計算費

根拠条例等

総合計画 基本計画　第６章　第２節　行政サービスの向上

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　本庁及び地域事務所、各出先機関、各学校を高速ネットワークで
接続し、事務の効率化を図るとともに、ホームページによる情報提
供を行う。また、住民記録システムや税システム等の基幹系システ
ム稼動により、迅速な住民サービスに対応する。
　情報系システムの保守委託料、基幹系システムや光ファイバー使
用料等を計上している。

目 5 電子計算費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算44 秘書広報情報課 （総務部）

補正額

所属
<44>

区分会計
<1> <2-1-5-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 本庁電子計算費

補正予算

135,276

ネットワーク機器更新リース料の更新内容の見直し等による減額、
パソコン調達に係る入札減による減額、基幹系システム利用に係る
内容の確定に係る減額等
（▲1,500千円）

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 ▲ 1,500
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

49,470

H28現計
予算額

27,445

特定財源の状況

国費

県費

市債
①インターネット系ネットワーク構築（委託料）
　　▲20,307千円（内容の確定、入札による減）
②インターネット系端末・プリンタリース調達（使用料及び賃借料）
　　▲1,718千円（リース月数の変更、入札による減）

財源の内訳（単位：千円）　自治体情報システム強靱性向上モデルで示されている以下の対
策を行うため必要なシステムの構築。
①インターネット系システムの構築
（情報系ネットワークからインターネットを分割した後の、Web閲覧や
インターネットメールの送受信、インターネット上のシステムの利用
等に用いるインターネット系システム・ネットワークを構築する。）
②インターネット系端末及びプリンタの導入（リース）
③「自治体情報セキュリティクラウド」への接続
（構築したインターネット系システムを県の「自治体情報セキュリティ
クラウド」に接続する。）

上記事業の構築内容の確定による事業費の減、入札による減等に
より補正を行う。

その他

一般財源 ▲ 22,025

補正額 ▲ 22,025

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第６章　第２節　行政サービスの向上

根拠条例等

細目 7
情報セキュリティ強
化対策費

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　日本年金機構の個人情報流出事案を受け、総務省においてまと
められた「自治体情報システム強靱性向上モデル」により求められ
ている要件のうち、情報系ネットワーク（LGWAN＋インターネット）か
ら分割したインターネット系ネットワークの構築、端末の設置等を行
い、県の構築する「自治体情報セキュリティクラウド」へ接続し、イン
ターネットからの脅威の遮断、情報流出の防止等、情報セキュリティ
の強化を図る。 目 5 電子計算費

項 1 総務管理費

所管課 44 秘書広報情報課 （総務部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 情報セキュリティ強化対策事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <2-1-5-7> <44>
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7,200

総合センター大規模改修工事設計業務等委託料確定による減額

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債 ▲ 2,700

その他

一般財源 ▲ 100

補正額

所属
<81>

区分会計
<1> <2-1-16-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 榛原総合センター管理運営事業（大規模改修工事分）

補正予算 [第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算81 企画課 （企画財政部）

事業の目的

区分 区分名№　榛原総合センター及び中央図書館の効率的な施設運営を図るとと
もに経年劣化による支障を大規模改修により解消する。

目 16
総合センター管理
運営費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

備　　考

細目 1
総合センター管理
運営費

根拠条例等 宇陀市榛原総合センター条例

総合計画 基本計画　第４章　第４節　生涯学習の充実

補正事業
概要
(理由含）

合併特例債　▲2,700千円

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

設計委託料の減による
（執行差金）▲2,800千円

▲ 2,800

H28補正前
予算額

10,000

H28現計
予算額
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <2-1-19-2> <81>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名
宇陀市地域公共交通活性化再生協議会負担金（地方創生）
～地域公共交通調査事業（計画推進事業）～

所管課 81 企画課 （企画財政部） 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　「宇陀市地域公共交通網形成計画」に基づき、基本理念で掲げた
「市民総参加（宇陀力）による 健康・観光・交通まちづくり」を実現し
ていくためには、地域公共交通のさらなる利用促進を図ることが重
要であることから、今後、「宇陀市地域公共交通網形成計画」に位
置づけた事業を、着実に実施していくことが必要である。

目 19
地方創生総合事業
費

項 1 総務管理費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第３節　公共交通機関の充実

根拠条例等

細目 2
地方創生総合事業
費（企画課）

その他

一般財源 ▲ 1,541

補正額 ▲ 1,541

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

4,000

H28現計
予算額

2,459

特定財源の状況

国費

県費

市債
宇陀市地域公共交通網形成計画推進事業負担金の減による

（確定）2,459千円 （当初予算）4,000千円＝▲1,541千円

財源の内訳（単位：千円）宇陀市地域公共交通活性化再生協議会に対する市負担金確定に
よる減額

負担金確定額2,459千円
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

3,525

H28現計
予算額

1,305

特定財源の状況

国費

県費

市債
減額補正
賃金　　　　　　　　   ▲394千円
需用費　　　　　 　   ▲874千円
使用料及び賃借料 ▲620千円
備品購入費　　 　   ▲332千円

減額合計　 　　　  ▲2,220千円

財源の内訳（単位：千円）　同一の活動量計を持ち、そのデータを一括管理できるシステムに
参加し、市内にデータ入力ができ、運動もできる拠点をつくるという
計画であったが、システム開発業者が撤退することとなり、新たな拠
点整備は行っていけないため減額する。

雑入
システム使用料他　▲1,200千円

その他 ▲ 1,200

一般財源 ▲ 1,020

補正額 ▲ 2,220

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第１節　健康づくりの推進

根拠条例等 健康増進法

細目 3
地方創生総合事業
費（健康増進課）

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　活動量計のデータ化と筋力アップの運動に参加することで、多くの
人に運動に対する習慣化を図る。

目 19
地方創生総合事業
費

項 1 総務管理費

所管課 123 健康増進課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 ウェルネス運動事業（地方創生）

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <2-1-19-3> <123>
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <2-4-2-1> <821>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 参議院議員通常選挙

所管課 821 選挙管理委員会 （総務部総務課内） 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　平成28年7月25日任期満了の参議院議員の通常選挙を執行する
もの。

目 2 参議院議員選挙費

項 4 選挙費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画

根拠条例等 公職選挙法

細目 1 参議院議員選挙費

その他

一般財源

補正額 ▲ 11,192

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

29,382

H28現計
予算額

18,190

特定財源の状況

国費 ▲ 11,192

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）　事業費が確定したことによる減額補正。

国庫委託金　▲11,192千円
（参議院議員選挙費委託金）

補正前 補正後 補正額
管理者・立会人等報酬 2,962 2,962 0
職員手当 16,409 9,138 △ 7,271
賃金 945 879 △ 66
報償費
（ポスター掲示場謝礼）

23 15 △ 8

需用費
（投票所物品・入場券印刷等）

1,318 1,318 0

役務費
（郵送代・機械点検手数料等）

2,400 1,743 △ 657

委託料
（ポスター掲示場・開票所設営等）

3,430 1,778 △ 1,652

使用料・賃借料
（会場使用料等）

945 234 △ 711

備品購入費 950 123 △ 827

合計 29,382 18,190 △ 11,192

（単位：千円）
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-1-1-1> <127>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 地域福祉拠点施設整備基本構想策定委託料

所管課 127 介護福祉課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　高齢化がますます進行する中、病気や障がいになっても住み慣れ
た家や地域で、自分らしい暮らしができるよう「地域包括ケアシステ
ム構築」の一環として、また宇陀市が推進するウェルネス事業の拠
点施設の整備に向け、施設の基本構想を作成する。

目 1 社会福祉総務費

項 1 社会福祉費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第６節　心豊かな地域福祉の充実

根拠条例等

細目 1
本庁社会福祉総務
費

その他

一般財源 ▲ 1,500

補正額 ▲ 1,500

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

3,000

H28現計
予算額

1,500

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）地域福祉拠点施設整備基本構想策定委託料の入札に伴う減額補
正

Ｈ２８年度　委託料 ▲ 1,500
合計 ▲ 1,500

【単位：千円】

Ｈ２８年度　当初予算 3,000
Ｈ２８年度　補正予算 ▲ 1,500

合計 1,500

【単位：千円】
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

3,705

H28現計
予算額

1,447

特定財源の状況

国費

県費

市債
平成28年度社会福祉大会中止に伴う減額補正

財源の内訳（単位：千円）　平成28年度は台風接近に伴い悪天候が予想されたため中止し
た。

その他

一般財源 ▲ 2,258

補正額 ▲ 2,258

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第６節　心豊かな地域福祉の充実

根拠条例等

細目 1
本庁社会福祉総務
費

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　「すべての人が豊かで安心して暮らせる健康・福祉のまちづくり」
の実現に向け、この大会を通じて助け合い、支え合いの精神の高揚
を図ると共に、市民と福祉関係者が一堂に会し、社会福祉の発展に
功績のあった方々を顕彰し、今後の社会福祉活動のさらなる向上を
目指す。

目 1 社会福祉総務費

項 1 社会福祉費

所管課 127 介護福祉課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 社会福祉大会開催等

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-1-1-1> <127>

科目 当初予算 補正予算 補正後予算
報償費 669 ▲ 418 251

需用費 256 0 256

役務費 35 0 35
委託料 1,205 ▲ 300 905
使用料 1,540 ▲ 1,540 0
合　　計 3,705 ▲ 2,258 1,447

【単位：千円】
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37,145

◆実績による減額

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費 ▲ 26,761

県費

市債

その他

一般財源

補正額

所属
<127>

区分会計
<1> <3-1-1-2>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名
臨時福祉給付金支給事業（①簡素な給付　②障害・遺族基礎年金受給者
向けの年金生活者等支援）

補正予算 [第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算127 介護福祉課 （健康福祉部）

事業の目的

区分 区分名№①平成26年度から消費税率が8％に引き上げられたことに伴い、一
定の所得以下の方々への負担を緩和するため、暫定的な措置とし
て支給するもの（対象期間：Ｈ28年10月～Ｈ29年3月　6ヶ月分）
②「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにく
い低年金受給者への支援によるアベノミクスの成果の均てんの観
点や、所得全体の底上げを図る観点により支給するもの

目 1 社会福祉総務費

款 3 民生費

項 1 社会福祉費

備　　考

細目 2
臨時福祉給付金事
業費

根拠条例等 宇陀市臨時福祉給付金支給事業実施要綱

総合計画

補正事業
概要
(理由含）

国庫補助金
臨時福祉給付金給付事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　▲21,513千円
臨時福祉給付金給付事務費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　 ▲5,248千円

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

▲ 26,761

H28補正前
予算額

63,906

H28現計
予算額

平成２８年度予算概要
【単位：千円】

賃金（臨時職員） ▲ 1,028
旅費 ▲ 5
需用費 ▲ 144
役務費 ▲ 950
委託料 ▲ 3,121
負担金、補助及び交付金 ▲ 21,513

合計 ▲ 26,761

【単位：千円】
Ｈ２８年度　当初予算 63,906
Ｈ２８年度　補正予算 ▲ 26,761

合　　計 37,145
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

140,091

H28現計
予算額

121,956

特定財源の状況

国費 ▲ 18,135

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）

国庫補助金
臨時福祉給付金給付事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　▲18,135千円

その他

一般財源

補正額 ▲ 18,135

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画

根拠条例等 宇陀市臨時福祉給付金支給事業実施要綱

細目 4
臨時福祉給付金事
業費（経済対策分）

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　平成26年4月から消費税率が5％から8％へ引き上げられたことに
伴い、一定の所得以下の方々への負担を緩和するため、制度的な
対応（軽減税率の導入）が行われるまでの間、暫定的・臨時的な措
置として支給するもの。
　（対象期間：平成29年4月～平成30年9月　2年6ヶ月分）

目 1 社会福祉総務費

項 1 社会福祉費

所管課 127 介護福祉課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 臨時福祉給付金（経済対策分）支給事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-1-1-4> <127>

【単位：千円】
負担金、補助及び交付金 ▲ 18,135

合　　　　計 ▲ 18,135

【単位：千円】
Ｈ28年度　3号補正予算 140,091
Ｈ28年度　4号補正予算 ▲ 18,135

合　　計 121,956
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

5,810

H28現計
予算額

8,670

特定財源の状況

国費

県費

市債
回収不能と判断された債権

財源の内訳（単位：千円）　貸付制度（新築・宅地・改修）は、平成13年度で廃止されたが、そ
の後の償還等に係る事務を行っている。公正で効率的に償還を進
めるために、奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合に加入
し、債権の回収を管理組合が行い、その会計処理を特別会計で処
理している。
貸付資金の回収を行っている奈良県住宅新築資金等貸付金回収
管理組合が資金の借受人の生活保護受給により回収不能と判断し
た11,428,727円について、回収不能の4分の3を県補助金として8,569
千円を受け入れる（当初千円予算措置済）。残りの4分の1を一般会
計から特別会計に2,860千円を繰出して精算するものである。

その他

一般財源 2,860

補正額 2,860

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第４章　第１節　誰もが尊重される共生のまちづくり

根拠条例等 奈良県住宅新築資金等貸付助成事業補助金交付要綱

細目 1 人権行政推進費

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　歴史的社会的理由により、生活環境等の安定向上が阻害されて
いる地域の環境改善を図るため、町村条例に基づき貸付を行った
「住宅新築資金」「宅地取得資金」及び「住宅改修資金」について、
貸付を行った資金を公正で適正かつ効率的に回収すること。

目 7 人権行政推進費

項 1 社会福祉費

所管課 102 人権推進課 （市民環境部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 住宅新築資金貸付事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-1-7-1> <102>

（単位：千円）

補正前 補正額 補正後

5,810 2,860 8,670

5,810 2,860 8,670

住宅新築資金等貸付事
業会計繰出金
合　　計

補正増減内容

（単位：円）

区分 件数 貸付元金 貸付利子 償還額 未償還額 未到来利子 回収不能額
新築 2 10,500,000 2,851,283 4,802,256 8,549,027 0 8,549,027
宅地 1 3,000,000 574,800 695,098 2,879,700 0 2,879,700
合計 3 13,500,000 3,426,083 5,497,354 11,428,727 0 11,428,727
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-1-8-80> <104>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 室生人権交流センター管理運営事業

所管課 104
人権交流セン
ター

（市民環境部） 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　人権交流センターは「人権と福祉」のまちづくりの拠点施設として、
住民のコミュニティーセンター、交流の場、人権問題を考える機会の
場であり、目的に沿った事業・学習・啓発(広報）・イベント・貸し館を
行う。

目 8
人権交流センター
費

項 1 社会福祉費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第４章　第１節　誰もが尊重される共生のまちづくり　

根拠条例等 宇陀市人権交流センター等設置運営に関する条例

細目 80
室生地域事務所人
権交流センター費

その他

一般財源 ▲ 2,670

補正額 ▲ 2,670

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

5,974

H28現計
予算額

3,304

特定財源の状況

国費

県費

市債
　賃金減額
　　　　非常勤職員賃金  (補正前) 2,670,000円
                              　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　 (補正後)        　 0円

財源の内訳（単位：千円）　非常勤職員の配置換えに伴い非常勤職員賃金を減額補正する。
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35,849

　1人あたり助成額及び受給者数が、当初見込みより減ったため不
用額が生じた。

　【乳幼児（通院+入院）】
　当初：1,900円/1人×1,100人×12ヵ月＝25,080,000円・・・①
　見込：1,800円/1人×950人×12ヵ月＝20,520,000円・・・②
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②－①＝△4,560,000円・・・不用額Ａ

　【小・中学生（入院）】
　当初：200,000円/1月×12ヵ月＝2,400,000円・・・①
　見込：80,000円/1月×12ヵ月＝960,000円・・・②
　　　　　　　　　　　　　　②-①＝△1,440,000円・・・不用額Ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不用額Ａ+Ｂ＝△6,000,000円

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費 ▲ 3,000

市債

その他

一般財源 ▲ 3,000

補正額

所属
<101>

区分会計
<1> <3-2-1-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 子ども医療費助成事業

補正予算 [第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算101 保険年金課 （市民環境部）

事業の目的

区分 区分名№　子どもを養育している者に対して当該子どもに係る医療費の一部
を助成することで、子どもの健康の保持及び福祉の増進を図ること
を目的とする。

目 1 児童福祉総務費

款 3 民生費

項 2 児童福祉費

備　　考

細目 1
本庁児童福祉総務
費

根拠条例等 宇陀市子ども医療費助成条例　同条例施行規則

総合計画 基本計画　第２章　第２節　地域医療体制の充実

補正事業
概要
(理由含）

県補助金
子ども医療費助成事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▲3,000千円

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

　【節】20..扶助費
　【細節】36.子ども医療費
　　　　　　　　当初予算額　　37,070,000円・・・①
　　　　　　　　必要見込額　　31,070,000円・・・②
　　　　　　　　　①-②　　　　　　6,000,000円・・・不用額

▲ 6,000

H28補正前
予算額

41,849

H28現計
予算額
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

476,646

H28現計
予算額

451,324

特定財源の状況

国費 ▲ 13,571

県費 ▲ 1,436

市債

○児童手当

【補正前】当初予算　　　358,020,000円

【補正後】実績見込　　　348,255,000円

【補正額】　　　　　　　　　▲9,765,000円

○児童扶養手当

【補正前】当初予算　　　117,894,000円

【補正後】実績見込　　　102,336,710円

【補正額】　　　　　　　　▲15,557,290円

財源の内訳（単位：千円）・児童手当、児童扶養手当給付費の実績による減額

国庫補助金
児童扶養手当負担金  ▲5,806千円
児童手当負担金　　　　▲7,765千円
県補助金
児童手当負担金　　 ▲1,436千円

その他

一般財源 ▲ 10,315

補正額 ▲ 25,322

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第５節　子育て支援が充実したまち

根拠条例等 児童手当法・児童扶養手当法

細目 1 本庁児童措置費

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

・児童扶養手当・・・父又は母と生計を同じくしていない児童や父又
は母が重度の障害の状態にある児童が養育されている家庭の生活
の安定と自立を助け、児童の健全育成を図ることを目的に支給す
る。

・児童手当・・・次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを支援する
ため、中学校終了前までの子どもについて支給する。 目 2 児童措置費

項 2 児童福祉費

所管課 126 こども未来課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 児童措置費

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-2-2-1> <126>
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121,697

実績見込みによる減額

特定財源の状況

分担金・負担金 ▲ 726

使用料・手数料

国費 ▲ 2,537

県費 ▲ 1,425

市債

その他

一般財源 ▲ 4,600

補正額

所属
<126>

区分会計
<1> <3-2-2-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 私立保育所児童措置事業（宇陀市内）

補正予算 [第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算126 こども未来課 （健康福祉部）

事業の目的

区分 区分名№　児童福祉法に基づき保護者が居宅内外勤務、疾病又は災害等に
より、家庭内において十分保育することが出来ない児童を、保護者
にかわって私立保育園において保育を実施する。
　また、民間保育所に対し、その振興を図るため補助金を交付する
ことにより、児童福祉の増進に寄与する。

目 2 児童措置費

款 3 民生費

項 2 児童福祉費

備　　考

細目 1 本庁児童措置費

根拠条例等 ◆児童福祉法第３５条第３項◆宇陀市保育の実施に関する条例及び同条例施行規等◆宇陀市民間保育所運営補助金交付要綱

総合計画 基本計画　第２章　第５節　子育て支援が充実したまち

補正事業
概要
(理由含）

国庫負担金
子ども・子育て支援交付金　▲312千円
子どものための教育・保育給付費負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▲2,225千円
県補助金
子ども・子育て支援交付金　▲312千円
県負担金
子どものための教育・保育給付費負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▲1.113千円
保育所保護者負担金　▲726千円

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

【補正前】
　市内私立保育所運営費（しらゆり保育園）　　　127,353,720円
　市内私立保育所補助金（しらゆり保育園）　　　　 3,631,000円

【補正後】　実績見込み
　私立保育所運営費（しらゆり保育園）　　　　　　119,000,000円
　私立保育所補助金（しらゆり保育園）　　　　　　　 2,696,000円

【補正額】
　私立保育所運営費（しらゆり保育園）　　　　　　▲8,353,720円
　私立保育所補助金（しらゆり保育園）　　　　　　　▲935,000円

▲ 9,288

H28補正前
予算額

130,985

H28現計
予算額
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分担金・負担金 ▲ 1,386

使用料・手数料

H28補正前
予算額

13,258

H28現計
予算額

7,300

特定財源の状況

国費 ▲ 1,866

県費 ▲ 933

市債

【補正前】
　市外委託保育所運営費　　13,258,000円

【補正後】　実績見込み
　市外委託保育所運営費　　 7,300,000円

【補正額】
　市外委託保育所運営費　▲5,958,000円

財源の内訳（単位：千円）実績見込みによる減額

国庫負担金
子どものための教育・保育給付費負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　 　▲1.866千円
県負担金
子どものための教育・保育給付費負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　   ▲933千円
市外委託保育保護者負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▲1,386千円

その他

一般財源 ▲ 1,773

補正額 ▲ 5,958

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第５節　子育て支援が充実したまち

根拠条例等 ◆児童福祉法第３５条第３項◆宇陀市保育の実施に関する条例及び同条例施行規等◆宇陀市民間保育所運営補助金交付要綱

細目 1 本庁児童措置費

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　保護者の通勤等の理由により、宇陀市内保育所での保育が困難
な児童等を他市町村保育所において、委託保育を実施する。

目 2 児童措置費

項 2 児童福祉費

所管課 126 こども未来課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 市外委託保育実施事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-2-2-1> <126>

-22-



年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-2-3-1> <126>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 こども園・保育所（園）の臨時職員の任用

所管課 126 こども未来課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市立こども園、保育所に配置する保育教諭、保育士、看護
師、調理員は一般職だけでは不足するため、必要員数に見合う人
員をそれぞれ臨時職員として任用する。

目 3 児童福祉施設費

項 2 児童福祉費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第５節　子育て支援が充実したまち

根拠条例等 宇陀市臨時職員に関する要綱

細目 1
本庁児童福祉施設
費

その他

一般財源 ▲ 2,600

補正額 ▲ 2,600

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

84,117

H28現計
予算額

81,517

特定財源の状況

国費

県費

市債

【補正前】
84,117,000円

【補正後】
81,517,000円

【補正額】
▲2,600,000円

財源の内訳（単位：千円）・実績見込みによる減額
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-2-3-4> <126>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 菟田野こども園実施設計等委託事業

所管課 126 こども未来課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　建築後40年が経過した菟田野保育所を新築し、新制度による「菟
田野こども園」の設置を図り、就学前の教育・保育の充実を図る。

目 3 児童福祉施設費

項 2 児童福祉費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第５節　子育て支援が充実したまち

根拠条例等 宇陀市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

細目 4
菟田野こども園建設
事業費

その他

一般財源

補正額 ▲ 9,800

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

39,300

H28現計
予算額

29,500

特定財源の状況

国費

県費

市債 ▲ 9,800

【補正前】　予算額
業務委託料等　 38,500,000円
土地購入費　　　 　800,000円

【補正後】
業務委託料等　 29,500,000円
土地購入費　　　　　　　  　0円

【補正額】
業務委託料等　▲9,000,000円
土地購入費　　 　▲800,000円

財源の内訳（単位：千円）　菟田野こども園建設に係る土地の購入が不要となった事による購
入費及び購入に係る測量・登記業務料の減額。
　実施設計業務及び開発申請業務委託の入札結果による減額。

過疎対策事業債　▲9,800千円　　
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-2-6-1> <126>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 ひとり親家庭等福祉費

所管課 126 こども未来課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　ひとり親家庭に対するきめ細かな福祉サービスの展開と母子家庭
に対する経済的自立を支援する。

目 6
ひとり親家庭等福祉
費

項 2 児童福祉費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第５節　子育て支援が充実したまち

根拠条例等 母子家庭等対策総合支援事業費国庫補助金交付要綱

細目 1
本庁ひとり親家庭等
福祉費

その他

一般財源 ▲ 511

補正額 ▲ 2,046

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

5,292

H28現計
予算額

3,246

特定財源の状況

国費 ▲ 1,535

県費

市債
○高等職業訓練促進給付金事業

【補正前】
　・非課税世帯　　100,000円×12月×3人＝　3,600,000円
　・課税世帯　　　　 70,500円×12月×2人＝　1,692,000円

【補正後】　実績見込み
　・非課税世帯　　 100,000円×12月×2人＝　2,400,000円
　・課税世帯　　　　 70,500円×12月×1人＝　  846,000円

【補正額】
　・非課税世帯　　▲1,200,000円
　・課税世帯　　　 ▲　846,000円　　　　　合計　▲2,046,000円

財源の内訳（単位：千円）　高等職業訓練促進給付金事業において、見込んでいた申請人数
が減少となったため減額する。

国庫補助金
高等職業訓練促進給付金　▲1,535千円
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1,965

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 1,965

補正額

所属
<121>

区分会計
<1> <3-3-1-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 過年度分国庫支出金返還金

補正予算 [第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算121 厚生保護課 （健康福祉部）

事業の目的

区分 区分名№　平成27年度生活保護扶助費（介護扶助）国庫負担金額決定、及び
生活困窮者自立相談支援事業国庫負担金精算に伴う返還金。

目 1 生活保護総務費

款 3 民生費

項 3 生活保護費

備　　考

細目 1 生活保護総務費

根拠条例等 生活保護法第１９条（第１号法定受託事務）

総合計画 基本計画　第２章　第６節　心豊かな地域福祉の充実

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

1,965

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

（単位：円）
（既）受入額 実績額 精算返還額

介護扶助
費等国庫
負担金

12,610,000 11,474,339 1,135,661

自立相談
支援事業
負担金

3,453,000 2,623,757 829,243

計 16,063,000 14,098,096 1,964,904

国庫負担金 過年度（平成27年度）分精算に伴う返還金

（単位：円）

補正（前） 補正（後）

0 1,964,904過年度国庫負担金返還金

予　算　額
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

429,120

H28現計
予算額

404,120

特定財源の状況

国費 ▲ 18,750

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）　平成29年1月末時点では、319世帯445人でここ数年横ばいであ
り、大きな変動はないが、保護率は総人口の減少から微増し続けて
いる。
　医療扶助費について、被保護者のケース状況と、過去3年度の実
績から予算を推計し計上しているが、本年度の支出実績は下がるも
のと推計し減額する。

国庫負担金
生活保護費負担金　▲18,750千円

その他

一般財源 ▲ 6,250

補正額 ▲ 25,000

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第６節　心豊かな地域福祉の充実

根拠条例等 生活保護法第１９条（第１号法定受託事務）

細目 1 扶助費

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　資産や能力の活用、扶養義務者の援助、その他あらゆる手立てを
講じても、なお生活していくことが困難な方に対し、国において、最
低限度の生活を保障すると共に、自立を支援することを目的とす
る。

目 2 扶助費

項 3 生活保護費

所管課 121 厚生保護課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 生活保護費支給事務

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-3-2-1> <121>

（単位：千円）

補正（前） 補正（後）

医療扶助 429,120 404,120 ▲ 25,000

予　算　額 補正額
（減額）

節
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <4-1-2-1> <123>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 定期予防接種事業

所管課 123 健康増進課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

　予防接種の実施によって伝染の恐れのある疾病の発生及び蔓延
を予防し、公衆衛生の向上及び増進に寄与する。

目 2 予防費

項 1 保健衛生費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第１節　健康づくりの推進

根拠条例等 予防接種法

細目 1 本庁予防費

その他

一般財源 ▲ 3,436

補正額 ▲ 3,436

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

39,756

H28現計
予算額

36,320

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）（単位：人）
予算人数 28年度接種者見込み 27年度接種者実績数 26年度接種者実績数

370 330 319 349
日本脳炎（6歳以上） 220 200 158 201
日本脳炎（3歳～5歳） 530 450 342 514
4種混合 650 600 513 557
ヒブワクチン 620 560 506 615
子宮頸がんワクチン 15 0 1 5
小児用肺炎球菌ワクチン 620 550 503 600

麻しん・風しん

（単位：円）
28年度予算額28年度補正額
3,674,100 ▲397,200
1,474,000 ▲134,000
3,980,300 ▲600,800
8,567,000 ▲659,000
5,828,000 ▲564,000
250,350 ▲250,350
7,365,600 ▲831,600
31,139,350 ▲3,436,950

麻しん・風しん
日本脳炎（6歳以上）
日本脳炎（3歳～5歳）
4種混合
ヒブワクチン
子宮頸がんワクチン
小児用肺炎球菌ワクチン

合計
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

【補正前】　　299,133千円
【補正額】 　▲12,274千円
【補正後】　　286,859千円

▲ 12,274

H28補正前
予算額

299,133

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 簡易水道費

根拠条例等 宇陀市簡易水道事業等に関する条例 ・ 宇陀市簡易水道供給条例

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　安心・安全・安定した飲料水の供給を目指して水道施設の管理運
営を行っている簡易水道事業特別会計に対する繰出金。

目 5 簡易水道費

款 4 衛生費

項 1 保健衛生費

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算103 環境対策課 （市民環境部）

補正額

所属
<103>

区分会計
<1> <4-1-5-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 簡易水道事業会計繰出金

補正予算

286,859

簡易水道事業の事業費精算により、12,274千円の減額。

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 ▲ 12,274
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

43,260

H28現計
予算額

75,660

特定財源の状況

国費

県費

市債 32,400
　　　　　　　　　　　　　　　　　（うち出資金）
　【補正前】　　43,260千円　（41,700千円）
　【補正額】　　32,400千円　（32,400千円）
　【補正後】　　75,660千円　（74,100千円）

財源の内訳（単位：千円） 今回の補正予算は、平成２８年度国の補正予算（第２号）を受け
て、事業中の水道未普及地域解消事業の増額を行い、併せて本年
度の建設改良工事等にかかる執行予算の精算を行うものである。

一般会計出資債　32,400千円

その他

一般財源

補正額 32,400

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等 宇陀市簡易水道事業等に関する条例 ・ 宇陀市簡易水道供給条例

細目 1 上水道費

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

　安心・安全・安定した飲料水の供給を目指して水道施設の管理運
営を行っている上水道事業特別会計に対する繰出金。

目 10 上水道費

項 1 保健衛生費

所管課 103 環境対策課 （市民環境部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 上水道事業会計繰出金

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <4-1-10-1> <103>
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378,941

下水道事業の事業費精査により、5,414千円の減額補正

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 ▲ 5,414

補正額

所属
<103>

区分会計
<1> <4-1-11-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 下水道事業会計繰出金

補正予算 [第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算103 環境対策課 （市民環境部）

事業の目的

区分 区分名№　下水道事業特別会計に対する繰出金。

目 11 下水道費

款 4 衛生費

項 1 保健衛生費

備　　考

細目 1 下水道費

根拠条例等

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

　補正前　　384,355千円
　補正額　　▲5,414千円
　補正後　　378,941千円

▲ 5,414

H28補正前
予算額

384,355

H28現計
予算額
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192,976

■宇陀衛生一部事務組合負担金の減額（人件費及び燃料・光熱水
費の減額）
■東宇陀環境衛生組合負担金の減額（人件費の減額）
■東宇陀環境衛生組合施設改修工事分の市債発行（財源更正）

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債 14,800

その他

一般財源 ▲ 30,432

補正額

所属
<103>

区分会計
<1> <4-2-1-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 清掃事業（一般行政経費）

補正予算 [第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算103 環境対策課 （市民環境部）

事業の目的

区分 区分名№　清掃事業（一般行政経費）については、廃棄物の処理及び清掃に
関する法律に基づき、廃棄物を適正に処理し、生活環境の保全及
び公衆衛生の向上を図るもので、し尿処理及び可燃性ごみの焼却
を適正に行う。

目 1 清掃総務費

款 4 衛生費

項 2 清掃費

備　　考

細目 1 清掃総務費

根拠条例等 宇陀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

総合計画 基本計画　第１章　第２節　生活環境の整備、第３節　循環型社会の構築

補正事業
概要
(理由含）

合併特例債　9,200千円
過疎対策事業債　5,600千円

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

負担金、補助及び交付金　▲15,632千円
　宇陀衛生一部事務組合負担金　▲5,585千円
　　補正前　105,188千円
　　補正後　  99,603千円
 東宇陀環境衛生組合負担金　▲10,047千円
　　補正前　103,420千円
　　補正後　 93,373千円

▲ 15,632

H28補正前
予算額

208,608

H28現計
予算額
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工事請負費　公害分析計更新工事の減額
奈良県が進めるごみ処理広域化により、可燃性ごみの処理を桜井
市へ委託する方向で協議中のため、今年度の設備更新は行わな
い。

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債 ▲ 8,000

その他

一般財源 ▲ 478

補正額

所属
<103>

区分会計
<1> <4-2-2-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 宇陀クリーンセンター機械設備更新

補正予算 [第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算103 環境対策課 （市民環境部）

事業の目的

区分 区分名№　廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、廃棄物を適正に
処理し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。宇陀市にお
ける廃棄物の排出及び廃棄物の適正な分別及び処分等の処理を
行うことを目的とする。当施設は稼働後19年が経過しており、機械
設備の修繕補修箇所が増加している。この状況の中、将来に向け
て安定操業を行うことを目的として設備更新を実施するものである。

目 2 じん芥処理費

款 4 衛生費

項 2 清掃費

備　　考

細目 1
本庁じん芥処理費
（宇陀クリーンセン

根拠条例等 宇陀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

総合計画 基本計画　第１章　第３節　循環型社会の構築

補正事業
概要
(理由含）

合併特例債　▲8,000千円

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

工事請負費
   公害分析計整備工事　▲8,478千円

　　　補正前　8,478千円
　　　補正後　　　    0円

▲ 8,478

H28補正前
予算額

8,478

H28現計
予算額
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

5,400

H28現計
予算額

2,592

特定財源の状況

国費

県費 ▲ 2,808

市債

財源の内訳（単位：千円）【予算概要】
　団体営ため池防災対策調査計画事業による、ため池再点検・ため
池耐震診断・ハザードマップ作成等のため、ため池防災対策調査計
画事業の業務委託を行う。
　当初予算額　　　5,400千円

【補正理由】
　団体営ため池防災対策調査計画事業国庫補助金が減額されたこ
とにより、本年度予定していた業務委託に着手ができなくなったた
め、業務委託費の減額を行う。
　補正予算額　　　▲2,808千円
　補正後予算額　 　 2,592千円

県補助金
震災対策農業水利施設整備事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　 　▲2,808千円

その他

一般財源

補正額 ▲ 2,808

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

根拠条例等

細目 97
震災対策農業水利
施設整備事業

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　東日本大震災において、ため池などの農業水利施設が被災し、人
命が失われるなどの被害が発生したため、早急に施設の現状を確
認し災害予防に努める必要がある。
　このため、農業用水利施設である、ため池の耐震診断により、施
設整備に先行して、短期間・低コストで実現可能な減災対策を実施
し、施設の安全を図るとともに、ハザードマップ作成により、地域の
安全を確保する。 目 3 農業振興費

項 1 農業費

所管課 142 農林課 （農林商工部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 震災対策農業水利施設整備事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <5-1-3-97> <142>

2,400
3,000

（単位：千円）

5,400

箇所数 補正額
▲ 2,400
▲ 3,000
2,592

▲ 2,808

８箇所
１箇所
２箇所

た め池 再 点 検 業 務 委託

ハザードマップ作成業務委託
ため池耐震診断等業務委託

合 計

0

項 目 当初予算額
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <5-1-3-98> <142>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 経営所得安定対策直接支払推進事業（推進事業費）

所管課 142 農林課 （農林商工部） 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　経営所得安定対策において、農家の申請書類の受付、作付面積
の確認事務を行う。
　また、集落営農の法人化に必要な事務費助成や、集落営農の経
理事務担当者を育成する活動等を支援する。

目 3 農業振興費

項 1 農業費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

根拠条例等 奈良県経営所得安定対策直接支払推進事業費補助金交付要綱

細目 98
経営所得安定対策
直接支払推進事業

その他

一般財源

補正額 ▲ 1,950

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

4,398

H28現計
予算額

2,448

特定財源の状況

国費

県費 ▲ 1,950

市債

財源の内訳（単位：千円）【予算概要】
　経営所得安定対策の推進活動を行い、制度加入者の申請書類等
の配布・回収の申請手続きを支援し、近畿農政局奈良支局等へ情
報の提供を行う。
　当初予算額　　　4,398千円

【補正理由】
　経営所得安定対策の実施に必要となる推進活動のうち、市が行う
現地推進活動や、要件確認等に必要となる経費を、当初予算にお
いて県より配分を受け実施しているが、確認業務の効率化により、
推進事務費に減額が生じた。
　補正予算額　　　▲1,950千円
　補正後予算額　 　 2,448千円

県補助金
経営所得安定対策直接支払推進事業補
助金　　　　 　　　　　　　　　　▲1,950千円

200 0 200
4,398 ▲ 1,950 2,448

使用料及び賃借料

合 計

300 ▲ 250 50役 務 費

1,061 ▲ 465 596
1,000 ▲ 555 445

報 償 費
需 用 費

（単位：千円）

項 目 当初予算額 補正額 補正後予算額

1,837 ▲ 680 1,157賃 金
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <5-2-2-11> <142>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 森林環境税施業放置林整備事業

所管課 142 農林課 （農林商工部） 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　平成18年度施行の「奈良県森林環境税条例」により、市内のスギ・
ヒノキの人工林を対象に、10年以上間伐による手入れの無い施業
放置林について、森林所有者に代わって間伐を実施し、森林の発
揮すべき環境面の機能を保全する。
　森林所有者の事業費負担なし（100%県費）

目 2 林業振興費

項 2 林業費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

根拠条例等 奈良県森林環境税条例

細目 11
森林環境税施業放
置林整備事業費

その他

一般財源

補正額 ▲ 12,600

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

42,651

H28現計
予算額

30,051

特定財源の状況

国費

県費 ▲ 12,600

市債

財源の内訳（単位：千円）【予算概要】
　10年以上放置された人工林を対象に、40％以上の間伐を行い、平
成18年度～26年度の9ヶ年で、1150.94haの間伐を実施する。
　 整備面積　　　Ａ＝100ha
　 当初予算額   42,651千円

【補正理由】
　森林環境税施業放置林整備事業県補助金が減額されたことによ
り、本年度予定していた業務委託の一部に着手ができなくなったた
め、業務委託費の減額を行う。
　変更整備面積　　Ａ＝85.1ha（14.9haの面積減）
　補正予算額　　　▲12,600千円
　補正後予算額　    30,051千円

県委託金
森林環境税施業放置林整備事業委託金
　　　　　　　　　　　　　　　　　▲12,600千円

合 計 42,651 ▲ 12,600 30,051

委 託 料 40,100 ▲ 12,600 27,500

賃 金 1,828 0 1,828

旅 費 20

（単位：千円）

項 目 当初予算額 補正額 補正後予算額

0 100

0 150

役 務 費 100

使用料及び賃借料 150

0 20

0 453需 用 費 453

-36-



補正増減
内容

(補正前、
補正後)

▲ 2,200

H28補正前
予算額

40,100

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 道路維持費

根拠条例等 道路法第４２条（道路の維持又は修繕）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

補正事業
概要
(理由含）

社会資本整備総合交付金　▲1,401千円

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　市道橋梁の点検を行い道路の安全性の確保及び施設の長寿命
化並びに維持経費の平準化を図る。

目 2 道路維持費

款 7 土木費

項 2 道路橋梁費

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算181 建設課 （建設部）

補正額

所属
<181>

区分会計
<1> <7-2-2-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 社会資本整備総合交付金事業　道路ストック総点検

補正予算

37,900

変更理由：事業費の確定による
橋梁の点検を行い道路の安全性の確保及び施設の長寿命化並び
に維持経費の平準化を図る。

社会資本整備総合交付金事業
橋梁点検　　全橋梁数：554橋
H28年度　橋梁点検数：146橋

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費 ▲ 1,401

県費

市債

その他

一般財源 ▲ 799

変更前 委託料 40,100 千円

変更後 委託料 37,900 千円
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-2-2-1> <181>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 社会資本整備総合交付金事業　橋梁長寿命化修繕計画

所管課 181 建設課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　橋梁点検に基づき、修繕計画を策定し、計画的に修繕を行うこと
により、道路の安全性の確保及び施設の長寿命化並びに維持経費
の平準化を図る。

目 2 道路維持費

項 2 道路橋梁費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

根拠条例等 道路法第４２条（道路の維持又は修繕）

細目 1 道路維持費

その他

一般財源 14

補正額 ▲ 2,200

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

50,200

H28現計
予算額

48,000

特定財源の状況

国費 ▲ 1,414

県費

市債 ▲ 800

財源の内訳（単位：千円）変更理由：事業費の確定による
計画的に修繕を行うことにより、道路の安全性の確保及び施設の長
寿命化並びに維持経費の平準化を図る。

社会資本整備総合交付金事業
橋梁補修設計業務委託

社会資本整備総合交付金　▲1,414千円
過疎対策事業債　▲700千円
辺地対策事業債　▲100千円

変更前 委 託 料 10,100 千円

変更後 委 託 料 7,900 千円
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-2-2-1> <181>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 公有財産購入

所管課 181 建設課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　市道道路排水用地を確保し、排水路の機能を維持する。

目 2 道路維持費

項 2 道路橋梁費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

根拠条例等 道路法第４２条（道路の維持又は修繕）

細目 1 道路維持費

その他

一般財源 ▲ 1,780

補正額 ▲ 1,780

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

1,780

H28現計
予算額

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）変更理由：地籍調査に伴う測量の完了を基に購入を行う為。

市道道路排水用地の確保

変更前 用 地 費 1,620 千円

委 託 料 160 千円

合 計 1,780 千円

変更後 用 地 費 0 千円

委 託 料 0 千円

合 計 0 千円
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-2-3-13> <181>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 社会資本整備総合交付金事業　市道小倉室生線

所管課 181 建設課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　市道小倉室生線は、国道25号（名阪国道）から国道165号を経由
し、国宝である室生寺を結ぶ主要な観光アクセス道路で、四季を問
わず県内外から多くの来訪者がある。しかし、近年の通行車両の大
型化や老朽化による舗装面の悪化が進行しているため、舗装修繕
を行い利用者の安全性の確保及び利便性の向上を図る。

目 3 道路新設改良費

項 2 道路橋梁費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

根拠条例等 道路法愛４２条（道路の維持又は修繕）

細目 13
社会資本整備総合交付
金事業（小倉室生線）

その他

一般財源 382

補正額 ▲ 18,044

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

41,300

H28現計
予算額

23,256

特定財源の状況

国費 ▲ 11,326

県費

市債 ▲ 7,100

財源の内訳（単位：千円）変更理由：事業費の確定による
路面の老朽化により通行に支障をきたしているため、舗装修繕を行
い、道路利用者の安全性を確保し利便性の向上を図る。

社会資本整備総合交付金事業
道路舗装補修工事
全体延長　L= 5，330ｍ
幅員　W= 7m
表層・路盤・区画線

社会資本整備総合交付金 ▲11,326千円
過疎対策事業債　▲7,100千円

変更前 工 事 費 40,100 千円

事 務 費 1,200 千円

合 計 41,300 千円

変更後 工 事 費 22,580 千円

事 務 費 676 千円

合 計 23,256 千円
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

31,000

H28現計
予算額

28,538

特定財源の状況

国費 ▲ 7,816

県費

市債 ▲ 4,600

財源の内訳（単位：千円）変更理由：事業費の確定による
路面の老朽化により通行に支障をきたしているため、舗装修繕を行
い、道路利用者の安全性を確保し利便性の向上を図る。

社会資本整備総合交付金事業
道路舗装補修工事
全体延長　L=1，600m
幅員　W= 6.5m
表層・路盤・区画線

社会資本整備総合交付金　▲7,816千円
合併特例債　▲4,600千円

その他

一般財源 9,954

補正額 ▲ 2,462

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

根拠条例等 道路法愛４２条（道路の維持又は修繕）

細目 16
社会資本整備総合交付
金事業（春日野依線）

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　当路線は、宇陀市大宇陀の南北を結ぶ重要な生活道路であり、ま
た、うだ・アニマルパークへのアクセス道路であるが、通行車両の大
型化や経年により舗装面が老朽化しているため、舗装修繕を行い、
利用者の安全性の確保及び利便性の向上を図る。

目 3 道路新設改良費

項 2 道路橋梁費

所管課 181 建設課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 社会資本整備総合交付金事業　市道春日野依線

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-2-3-16> <181>

変更前 工 事 費 30,100 千円

事 務 費 900 千円

合 計 31,000 千円

変更後 工 事 費 28,000 千円

事 務 費 538 千円

合 計 28,538 千円
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-2-3-18> <181>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 社会資本整備総合交付金事業　市道奥山鳴谷線

所管課 181 建設課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　当路線は、県道都祁名張線と市道小倉室生線を結び、地域の生
活道並びに観光客のアクセス道路となっているが、老朽化により舗
装面が傷み通行に支障を来しているため、舗装修繕を行い通行者
の安全確保及び利便性の向上を図る。

目 3 道路新設改良費

項 2 道路橋梁費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

根拠条例等 道路法愛４２条（道路の維持又は修繕）

細目 18
社会資本整備総合交付
金事業（奥山鳴谷線）

その他

一般財源 160

補正額 ▲ 8,240

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

31,000

H28現計
予算額

22,760

特定財源の状況

国費 ▲ 5,200

県費

市債 ▲ 3,200

財源の内訳（単位：千円）変更理由：事業費の確定による
路面の老朽化により通行に支障をきたしているため、舗装修繕を行
い、道路利用者の安全性を確保し利便性の向上を図る。

社会資本整備総合交付金事業
全体延長　L=2，300m
幅員　W= 6m
表層・路盤・区画線

社会資本整備総合交付金　▲5,200千円
辺地対策事業債　▲3,200千円

変更前 工 事 費 30,100 千円

事 務 費 900 千円

合 計 31,000 千円

変更後 工 事 費 22,100 千円

事 務 費 660 千円

合 計 22,760 千円
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-2-3-19> <181>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 社会資本整備総合交付金事業　市道大東黒木線

所管課 181 建設課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　当路線は、国道370号からのアクセスにより、地域の生活道路とし
て重要な役割を担っているが、経年により舗装面が老朽化し、通行
に支障をきたしているため、舗装修繕を行い、通行者の安全性確保
及び利便性の向上を図る。

目 3 道路新設改良費

項 2 道路橋梁費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

根拠条例等 道路法愛４２条（道路の維持又は修繕）

細目 19
社会資本整備総合交付
金事業（大東黒木線）

その他

一般財源 ▲ 33

補正額 ▲ 18,279

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

31,000

H28現計
予算額

12,721

特定財源の状況

国費 ▲ 11,546

県費

市債 ▲ 6,700

財源の内訳（単位：千円）変更理由：事業費の確定による
路面の老朽化により通行に支障をきたしているため、舗装修繕を行
い、道路利用者の安全性を確保し利便性の向上を図る。

社会資本整備総合交付金事業
全体延長　L=1，100m
幅員　W= 7m
表層・路盤・区画線

社会資本整備総合交付金 ▲11,546千円
合併特例債　▲6,700千円

変更前 工 事 費 30,100 千円

事 務 費 900 千円

合 計 31,000 千円

変更後 工 事 費 12,310 千円

事 務 費 411 千円

合 計 12,721 千円
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-2-3-30> <181>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 社会資本整備総合交付金事業　市道玉立２号線

所管課 181 建設課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　当路線は、国道370号と国道165号を結ぶ主要幹線道路として重
要な役割を担っているが、経年により舗装面が老朽化し、通行に支
障をきたしているため、舗装修繕を行い、通行者の安全性確保及び
利便性の向上を図る。

目 3 道路新設改良費

項 2 道路橋梁費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

根拠条例等 道路法愛４２条（道路の維持又は修繕）

細目 30
社会資本整備総合交付
金事業（玉立２号線）

その他

一般財源 ▲ 278

補正額 ▲ 3,020

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

10,400

H28現計
予算額

7,380

特定財源の状況

国費 ▲ 1,742

県費

市債 ▲ 1,000

財源の内訳（単位：千円）変更理由：事業費の確定による
路面の老朽化により通行に支障をきたしているため、舗装修繕を行
い、道路利用者の安全性を確保し利便性の向上を図る。

社会資本整備総合交付金事業
全体延長　L=2，500m
幅員　W= 7m
測量・設計・路面性状調査

社会資本整備総合交付金　▲1,742千円
合併特例債　▲1,000千円

変更前 委 託 料 10,100 千円

事 務 費 300 千円

合 計 10,400 千円

変更後 委 託 料 7,330 千円

事 務 費 50 千円

合 計 7,380 千円
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-4-1-1> <161>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 立地適正化計画策定

所管課 161 まちづくり推進課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　人口減少社会の流れを受け、地域公共交通網形成計画との整合
を図りつつ、持続可能な都市を形成するよう居住機能や福祉･医療･
商業等の都市機能の立地について計画を策定する。

目 1 都市計画総務費

項 4 都市計画費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第１節　定住拠点の構築

根拠条例等 都市再生特別措置法

細目 1
本庁都市計画総務
費

その他

一般財源 1,199

補正額 ▲ 5,605

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

11,200

H28現計
予算額

5,595

特定財源の状況

国費 ▲ 4,536

県費 ▲ 2,268

市債

財源の内訳（単位：千円）（補正前）
事業費　　11,200千円

（補正後）
事業費　　  5,595千円

（理由）
事業費の確定による。
国庫補助金の交付決定額が少なかったことで、最低限の実施可能
事業量に合わせ事業量を縮小し実施した。
県補助金も国庫補助金に応じて減額となった。

国庫補助金
集約都市形成支援事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　 　▲4,536千円
県補助金
市町村とのまちづくり検討事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　 　　▲2,268千円

（単位：千円）
補正前 補正 補正後

委託料 11,200 ▲ 5,605 5,595
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

8,000

H28現計
予算額

5,882

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）（補正前）
事業費　　　8,000千円

（補正後）
事業費　　  5,882千円

（理由）
事業費の確定による。

その他

一般財源 ▲ 2,118

補正額 ▲ 2,118

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

根拠条例等 平成２２年「奈良県都市計画道路見直しガイドライン」

細目 1
本庁都市計画総務
費

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　これまでの都市計画道路は、人口増加、市街地の拡大を前提とし
て計画してきた。しかしながら今後は、人口減少・高齢社会の到来な
ど、社会情勢が変化していることから、未着手の都市計画道路につ
いて検証する。

目 1 都市計画総務費

項 4 都市計画費

所管課 161 まちづくり推進課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 都市計画道路見直し

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-4-1-1> <161>

（単位：千円）
補正前 補正 補正後

委託料 8,000 ▲ 2,118 5,882
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

3,000

H28現計
予算額

600

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）補正理由：桜井警察署と対策の内容についての協議を行い、必要
最小限の工事を実施した。

（補正前）
・工事費　3,000千円

（補正後）
・工事費　　600千円

その他

一般財源 ▲ 2,400

補正額 ▲ 2,400

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

根拠条例等

細目 1
社会資本整備総合
交付金事業費

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　路上に停車する車両が見受けられる榛原駅北側について、ロータ
リーでの一般車両の停車スペースの整備等により安全対策を行う。

目 3
社会資本整備推進
事業費

項 4 都市計画費

所管課 161 まちづくり推進課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 東町西峠線道路改良事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-4-3-1> <161>

（単位：千円）
補正前 補正 補正後

工事費 3,000 ▲ 2,400 600
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

100,016

H28現計
予算額

15,170

特定財源の状況

国費 ▲ 52,741

県費

市債 ▲ 30,200

財源の内訳（単位：千円）（補正前）
・委託費　　　　　　　  　11,000千円
・公有財産購入　　　　 31,000千円
・補償　　　　　　　　　　 56,000千円
・事務費　　　　　　　　   2,016千円

（補正後）
・委託料　　　 　　　 　　 5,754千円
・公有財産購入　　　　  3,400千円
・補償 　 　　　　　　　　　4,300千円
・事務費　　　　　　　　   1,716千円

（理由）
用地の確定に日数を要したこと、また、交付金の配分が少なかった
ため事業量を抑制した。

社会資本整備総合交付金 ▲52,741千円
合併特例債　▲30,200千円

その他

一般財源 ▲ 1,905

補正額 ▲ 84,846

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

根拠条例等

細目 1
社会資本整備総合
交付金事業費

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　市街地を中心に、より安全で暮らしよい道路網の整備を行うこと
で、歩行者や自転車通行者に配慮した道路整備を図る。

目 3
社会資本整備推進
事業費

項 4 都市計画費

所管課 161 まちづくり推進課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 萩原１２号線道路改良事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-4-3-1> <161>

（単位：千円）
補正前 補正 補正後

委託料 11,000 ▲ 5,246 5,754
公有財産購入 31,000 ▲ 27,600 3,400
補償 56,000 ▲ 51,700 4,300
事務費 2,016 ▲ 300 1,716
計 100,016 ▲ 84,846 15,170
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

7,400

H28現計
予算額

特定財源の状況

国費 ▲ 3,700

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）（補正前）
事業費　　　7,400千円

（補正後）
事業費　　  　　　  0円

（理由）
国土交通省の補助メニューである地方都市リノベーション事業の効
果促進事業として整備予定であったが、基幹事業である榛原駅前
整備について、事業見直しをせざるを得ないことから、補助を受ける
ことが出来なくなり事業を見送るもの。

社会資本整備総合交付金　▲3,700千円

その他

一般財源 ▲ 3,700

補正額 ▲ 7,400

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第５章　第４節　観光の振興

根拠条例等

細目 2
リノベーション事業
費

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　人口減少と高齢化、地場産業の停滞などにより、地域の活力が低
下しており、経済社会情勢に対応した都市の再構築（リノベーショ
ン）が求められている。宇陀松山重要伝統的建造物群保存地区に
おいて、酒造りの製造･見学・体験ができ、また土産物を販売できる
観光酒蔵の整備を行い、地域の活性化、個性的で質の高いまちづく
りを図る。

目 3
社会資本整備推進
事業費

項 4 都市計画費

所管課 161 まちづくり推進課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 宇陀松山活性化

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-4-3-2> <161>

（単位：千円）
補正前 補正 補正後

補助金 7,400 ▲ 7,400 0
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

151,860

H28現計
予算額

54,906

特定財源の状況

国費 ▲ 38,520

県費

市債 ▲ 50,600

財源の内訳（単位：千円）（補正前）
・役務費　　　　　　　  　300千円
・委託料　　　　　　　 13,560千円
・公有財産購入　　120,000千円
・補償　　　　　　　　 18,000千円

（補正後）
・役務費　　　 　　　 　　300千円
・委託料　　　　 　　　 6,406千円
・公有財産購入 　 　30,200千円
・補償　　　　　　　　  18,000千円

（理由）
用地の確定に不測の日数を要したこと、また、地方都市リノベーショ
ン事業の見直しをせざるを得なくなった。

社会資本整備総合交付金 ▲38,520千円
合併特例債　▲50,600千円

その他

一般財源 ▲ 7,834

補正額 ▲ 96,954

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第５章　第２節　商工業の活性化

根拠条例等

細目 2
リノベーション事業
費

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市の中心市街地である近鉄榛原駅周辺において、宇陀市総
合計画に示された「まちの玄関としてふさわしい環境づくり」に則した
賑わいのあるまちづくりの実現を目ざし、具体的な拠点としての土地
活用、都市空間リノベーションに資する。

目 3
社会資本整備推進
事業費

項 4 都市計画費

所管課 161 まちづくり推進課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 榛原駅前複合施設整備事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-4-3-2> <161>

（単位：千円）
補正前 補正 補正後

役務費 300 0 300
委託料 13,560 ▲ 7,154 6,406
公有財産購入 120,000 ▲ 89,800 30,200
補償 18,000 0 18,000
計 151,860 ▲ 96,954 54,906
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

30,300

H28現計
予算額

特定財源の状況

国費 ▲ 15,000

県費

市債 ▲ 14,200

財源の内訳（単位：千円）（補正前）
事業費　　　30,300千円

（補正後）
事業費　　  　　　　 0円

（理由）
国土交通省の補助メニューである地方都市リノベーション事業の関
連事業として整備予定であったが、基幹事業である榛原駅前整備に
ついて、事業見直しをせざるを得ないことから、補助を受けることが
出来なくなり事業を見送るもの。

社会資本整備総合交付金 ▲15,000千円
合併特例債　▲14,200千円

その他

一般財源 ▲ 1,100

補正額 ▲ 30,300

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

根拠条例等

細目 2
リノベーション事業
費

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　奈良県東部地域の医療確保のため、宇陀市立病院へのアクセス
道路を整備することにより、緊急車両の通行がスムーズになる。

目 3
社会資本整備推進
事業費

項 4 都市計画費

所管課 161 まちづくり推進課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 市立病院周辺道路整備事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <7-4-3-2> <161>

（単位：千円）
補正前 補正 補正後

役務費 300 ▲ 300 0
委託料 30,000 ▲ 30,000 0
計 30,300 ▲ 30,300 0
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

114,430

H28現計
予算額

116,509

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）事業実績に伴う減額
　１．退職者、退職報償金確定に伴う減額
　２．予定団員数の減　1,042人→1,026人
　３．公務災害損害補償金の増額

諸収入
消防団員退職報償金　▲1,125千円
消防団員等公務災害補償金　3,876千円

その他 2,751

一般財源 ▲ 672

補正額 2,079

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第５節　安全・安心な暮らしの実現

根拠条例等

細目 1 本庁非常備消防費

款 8 消防費

区分 № 区分名

事業の目的

　消防団員・消防団の充実強化を図り、地域の防災力を向上させ、
安全で安心な地域づくりを推進する。

目 2 非常備消防費

項 1 消防費

所管課 43 危機管理課 （総務部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 非常備消防事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <8-1-2-1> <43>

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

条例定数 1,126 1,126 1,126 1,126

実員数 1,060 1,055 1,043 1,026

条例定数との差 ▲ 66 ▲ 71 ▲ 83 ▲ 100

団員数

科目名 予算額 補正要求額 補正後 備考
報酬 34,888 ▲ 672 34,216 1,026人
災害補償費 5,976 3,876 9,852 公務災害の増
報償費 27,669 ▲ 1,125 26,544 退職報償金の減

旅費 20 20
交際費 39 39
需用費 10,995 10,995
役務費 2,728 2,728
使用料及び賃借料 460 460
備品購入費 443 443
負担金補助及び交付金 29,928 29,928
公課費 1,284 1,284
合計 114,430 2,079 116,509

非常備消防事業 （単位：千円）
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

182,956

H28現計
予算額

179,706

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）事業実施に伴う、事務費等の減額

その他

一般財源 ▲ 3,250

補正額 ▲ 3,250

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第５節　安全・安心な暮らしの実現

根拠条例等

細目 1 災害対策費

款 8 消防費

区分 № 区分名

事業の目的

 現在、運用中のアナログ波防災行政無線（旧町村別４波）の設備を
更新統合し、デジタル波防災行政無線（市内全域１波）に整備し、非
常時の情報伝達システムを構築する。

目 3 災害対策費

項 1 消防費

所管課 43 危機管理課 （総務部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 防災行政無線システム整備事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <8-1-3-1> <43>

科目名 補正前 補正要求額 補正後 備考
旅費 50 ▲ 50 0
需用費 4,004 ▲ 2,100 1,904 事務経費
役務費 1,838 ▲ 1,100 738 免許申請手数料

委託料 1,994 1,994
使用料及び賃借料 587 587 借地料
工事費 174,483 174,483
合計 182,956 ▲ 3,250 179,706

防災行政無線システム整備工事【同報系】 （単位：千円）
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

9,754

H28現計
予算額

6,121

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）事業実績に伴う減額

その他

一般財源 ▲ 3,633

補正額 ▲ 3,633

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第５節　安全・安心な暮らしの実現

根拠条例等

細目 1 災害対策費

款 8 消防費

区分 № 区分名

事業の目的

　災害に強い街づくりを目指し、防災体制の充実を図り、市民の安
全な暮らしを守る。

目 3 災害対策費

項 1 消防費

所管課 43 危機管理課 （総務部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 災害対策事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <8-1-3-1> <43>

科目名 予算額 補正要求額 補正後 備考
報酬 24 24
賃金 1,707 ▲ 150 1,557
旅費 26 26
需用費 791 791
役務費 127 127
委託料 3,065 ▲ 2,957 108 保守点検委託料
使用料及び賃借料 402 ▲ 334 68 メール使用料
負担金補助及び交付金 3,452 ▲ 192 3,260 県防負担金
積立金 160 160
合計 9,754 ▲ 3,633 6,121

災害対策事業 （単位：千円）
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12,000

入札実施にともなう差金

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債 ▲ 6,800

その他

一般財源 ▲ 54

補正額

所属
<43>

区分会計
<1> <8-1-3-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 奈良県防災行政通信ネットワーク整備事業負担金

補正予算 [第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算43 危機管理課 （総務部）

事業の目的

区分 区分名№　災害に強い街づくりを目指し、防災体制の充実を図り、市民の安
全な暮らしを守る。

目 3 災害対策費

款 8 消防費

項 1 消防費

備　　考

細目 1 災害対策費

根拠条例等

総合計画 基本計画　第３章　第５節　安全・安心な暮らしの実現

補正事業
概要
(理由含）

緊急防災・減災事業債　　▲6,800千円

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

▲ 6,854

H28補正前
予算額

18,854

H28現計
予算額

（単位：千円）
科目名 補正前 補正要求額 補正後 備考
負担金 18,854 ▲ 6,854 12,000 入札差金
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

26,538

H28現計
予算額

24,183

特定財源の状況

国費

県費

市債 ▲ 2,400

財源の内訳（単位：千円）大宇陀第3分団機庫整備工事の入札執行に伴う減額等

緊急防災・減災事業債　▲2,400千円

その他

一般財源 45

補正額 ▲ 2,355

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第５節　安全・安心な暮らしの実現

根拠条例等

細目 1 本庁消防施設費

款 8 消防費

区分 № 区分名

事業の目的

　消防団再編計画に基づき、地域の防災活動の拠点として老朽化し
た施設整備、消防車両の規格変更への対応及び消防団活動の福
利厚生の充実を図るため、消防機庫の改築、増築等を行い、災害
に強い消防団組織の構築と、地域の防災拠点を整備することで、地
域防災力の向上を図り、地域住民にやすらぎとうるおいのある生活
環境の確保を図る。

目 5 消防施設費

項 1 消防費

所管課 43 危機管理課 （総務部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 消防団機庫等建設事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <8-1-5-1> <43>

（単位：千円）
科目名 予算額 補正要求額 補正後 備考

役務費 42 42
1,288 ▲ 186 1,102
3,240 3,240

工事請負費 21,579 ▲ 1,780 19,799
補償補填・賠償金 389 ▲ 389 0
合計 26,538 ▲ 2,355 24,183

消防機庫建設事業

委託料
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <8-1-5-1> <43>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 小型動力ポンプ付積載車購入事業

所管課 43 危機管理課 （総務部） 宇陀市一般会計予算

款 8 消防費

区分 № 区分名

事業の目的

　消防施設の整備により消防団活動の充実強化を図り、市民の安
全と安心を確保する。

目 5 消防施設費

項 1 消防費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第５節　安全・安心な暮らしの実現

根拠条例等

細目 1 本庁消防施設費

その他

一般財源 1

補正額 ▲ 2,200

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

15,936

H28現計
予算額

13,736

特定財源の状況

国費

県費 899

市債 ▲ 3,100

財源の内訳（単位：千円）■車両予定交付先
　小型動力ポンプ付積載車　2台
　菟田野第2分団2部
　菟田野第3分団2部

消防力強化事業補助金　899千円
緊急防災・減災事業債　▲3,100千円

科目名 補正前 補正要求額 補正後 備考
役務費 86 86
備品購入費 15,800 ▲ 2,200 13,600 入札差金
公課費 50 50
合計 15,936 ▲ 2,200 13,736

小型動力ポンプ付積載車購入事業 （単位：千円）
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

　(15. 工事請負費）
　(31. 小学校施設整備工事)

　当初予算　　　　13,455千円

　今回補正額　　▲3,206千円

　補正後予算　　 10,249千円

▲ 3,206

H28補正前
予算額

13,455

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 本庁小学校管理費

根拠条例等 公立学校施設に係る大規模地震対策関係法令及び自身防災対策関係法令の運用項目

総合計画 基本計画　第４章　第３節　教育環境の整備・充実

補正事業
概要
(理由含）

過疎対策事業債　▲3,300千円

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　学校施設は、児童が一日の大半を過ごす活動の場であり、非常災
害時には地域住民の応急的な避難場所としての役割を果たすこと
から、施設の改修並びに長寿命化を進める。

目 1 学校管理費

款 9 教育費

項 2 小学校費

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算606 教育総務課 （教育委員会事務局）

補正額

所属
<606>

区分会計
<1> <9-2-1-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 菟田野小学校外構整備事業

補正予算

10,249

舗装修繕工事精算による減額

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債 ▲ 3,300

その他

一般財源 94
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

23,969

H28現計
予算額

15,469

特定財源の状況

国費

県費

市債

【補正前】　　23,969,000円

【補正後】　　15,469,000円

【補正額】　▲8,500,000円

財源の内訳（単位：千円）・実績見込みによる減額

その他

一般財源 ▲ 8,500

補正額 ▲ 8,500

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第５節　子育て支援が充実したまち

根拠条例等 宇陀市臨時職員に関する要綱

細目 1 本庁幼稚園費

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市立幼稚園に配置する幼稚園教諭は一般職だけでは不足す
るため、必要員数に見合う人員をそれぞれ臨時職員として任用す
る。

目 1 幼稚園費

項 4 幼稚園費

所管課 126 こども未来課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 幼稚園の臨時職員の任用

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <9-4-1-1> <126>
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

26,134

H28現計
予算額

22,626

特定財源の状況

国費 ▲ 1,755

県費 ▲ 395

市債

財源の内訳（単位：千円）　町家修理補助金額の確定に伴う補助金交付額の減額及び松山地
区防災計画策定業務委託の入札に伴う入札差金の減額。

重要伝統的建造物群保存地区保存事業
費補助金（国）　▲1,755千円
重要伝統的建造物群保存地区保存事業
費補助金（県）　▲395千円

その他

一般財源 ▲ 1,358

補正額 ▲ 3,508

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第５章　第３節　歴史・文化資源の保全と活用

根拠条例等 文化財保護法、宇陀市松山地区伝統的建造物群保存地区保存条例、宇陀市松山地区伝統的建造物群保存地区補助金交付要綱

細目 21
まちなみ保存整備
事業費

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市松山重伝建地区の歴史的町並みの特性を回復、維持する
ため、重伝建審議会においてその方策を検討し、伝建地区内の重
要な構成要素である伝統的建造物（伝建物）の「修理」、及びそれ以
外の建造物（非伝建物）の「修景」に対して補助金の交付を行う。修
理と修景を共に推進することにより、町並みの価値を維持し、高める
ことを目的とし、併せて地区内に暮らす人の命と文化財的価値を守
るため防災施設等の整備を行い、これらをもって市民が誇りと愛着
をもったまちづくりの実行に資することを目的とする。

目 4 文化財保護費

項 5 社会教育費

所管課 604 文化財課 （教育委員会事務局） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 重要伝統的建造物群保存地区保存事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <9-5-4-21> <604>

（単位：千円）
補正前 補正後

委託料 4,342 4,284
補助金 19,735 16,285
合計 24,077 20,569
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <9-5-4-23> <604>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 国指定史跡宇陀松山城跡保存整備事業

所管課 604 文化財課 （教育委員会事務局） 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　平成18年7月に国の史跡指定を受けた「宇陀松山城跡」は、中世
の秋山氏の築城に始まり、豊臣政権下では大和郡山城、高取城と
並んで大和支配の拠点とされてきた。
　城跡は近世初頭の城割りと呼ばれる廃城とその時期や内容が一
体として把握できる非常に希な事例である。
　この城跡を保存すると共に、宇陀市に存する貴重な歴史遺産とし
て来訪者に公開するため城跡へのアクセス道路を新設し、もって当
該地域はもとより宇陀市の活性化の一助とすることを目的とする。

目 4 文化財保護費

項 5 社会教育費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第５章　第３節　歴史・文化資源の保全と活用

根拠条例等 文化財保護法

細目 23
史跡宇陀松山城跡
整備事業

その他

一般財源 730

補正額 ▲ 4,560

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

11,082

H28現計
予算額

6,522

特定財源の状況

国費 ▲ 1,800

県費 ▲ 1,890

市債 ▲ 1,600

財源の内訳（単位：千円）　国庫補助金及び県費補助金が当初予算額より減額されて交付決
定となったため、予算額の減額を行う。

史跡宇陀松山城跡保存整備事業費補助
金（国）　　　▲1,800千円
史跡宇陀松山城跡保存整備事業費補助
金（県）　　　▲1,890千円
合併特例債　▲1,600千円

（単位：千円）
補正前 補正後

報償費 49 0
旅費 61 0
工事請負費 7,344 3,894
補償、補填 1,000 0
合計 8,454 3,894
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

73,157

H28現計
予算額

53,591

特定財源の状況

国費 ▲ 10,370

県費

市債 ▲ 9,100

財源の内訳（単位：千円）  平成28年度の国庫補助補助金額が、要求額より減額交付された
ため、松山通り美装化整備事業の実施延長約Ｌ＝１００ｍが事業実
施出来ないために減額。

街なみ環境整備事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　▲10,370千円
合併特例債　▲9,100千円

その他

一般財源 ▲ 96

補正額 ▲ 19,566

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第５章　第３節　歴史・文化資源の保全と活用

根拠条例等 国土交通省　街なみ環境整備事業制度要綱

細目 20
街なみ環境整備事
業費

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　街なみ環境整備事業は、宇陀市松山地区重要伝統的建造物群保
存地区を包含し、街なみ環境整備事業実施区域において、質の高
い歴史的な街なみとして景観を保存するとともに、そこに暮らす人々
が住みやすい住環境となるよう整備する。

目 6
街なみ環境整備事
業費

項 5 社会教育費

所管課 604 文化財課 （教育委員会事務局） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 街なみ環境整備事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <9-5-6-20> <604>

（単位：千円）
補正前 補正後

工事請負費 57,500 42,600
負担金及び交付金 15,100 10,434
合計 72,600 53,034
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <9-6-2-1> <602>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 体育施設管理運営事業

所管課 602 生涯学習課 （教育委員会事務局） 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　市民が年齢や体力に応じ、スポーツやレクリエーションを気軽に楽
しめるよう体育施設の整備充実を図る。

目 2 体育施設費

項 6 保健体育費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第４章　第５節　スポーツ・レクリエーションの充実

根拠条例等 宇陀市体育施設条例

細目 1 本庁体育施設費

その他

一般財源 ▲ 2,991

補正額 ▲ 3,891

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

44,231

H28現計
予算額

40,340

特定財源の状況

国費

県費

市債 ▲ 900

財源の内訳（単位：千円）■需用費　電力会社を変更した結果、光熱水費の不用額を減額
■工事請負費　伊那佐体育館前駐車場舗装工事の不用額を減額

合併特例債　▲900千円

（単位：千円）
光熱水費 ▲ 3,000
修繕料
施設管理業務等委託料
備品購入費
伊那佐体育館前駐車場舗装工事 ▲ 891
榛原運動場バックネット改修工事
その他

合計 ▲ 3,891
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15,117

新電力移行により電気代が安価となったこと及び、市のイベント事
業等の開催に伴う休館のための減額

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 ▲ 1,560

補正額

所属
<602>

区分会計
<1> <9-6-2-62>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 総合体育館及び総合運動場管理運営事業

補正予算 [第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算602 生涯学習課 （教育委員会事務局）

事業の目的

区分 区分名№　市民のスポーツとレクリェーションの振興を図り、もって健康増進と
文化の向上に資するため、施設の利用促進や適正な維持管理を行
う。

目 2 体育施設費

款 9 教育費

項 6 保健体育費

備　　考

細目 62 総合体育館費

根拠条例等 宇陀市体育施設条例

総合計画 基本計画　第４章　第５節　スポーツ・レクリエーションの充実

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

減額補正
　賃金　　　　▲50千円
　需用費　▲1,200千円
　役務費　　　▲50千円
　委託料　　▲190千円
　使用料　　　▲70千円

▲ 1,560

H28補正前
予算額

16,677

H28現計
予算額
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <10-2-1-1> <181>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 公共土木施設災害復旧事業

所管課 181 建設課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

款 10 災害復旧費

区分 № 区分名

事業の目的

　梅雨前線や台風の影響で被災した箇所を速やかに復旧し、公共
の福祉を確保する。

目 1
公共土木施設災害
復旧費

項 2
公共土木施設災害
復旧費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第５節　安全・安心な暮らしの実現

根拠条例等 道路法愛４２条（道路の維持又は修繕）

細目 1
本庁公共土木施設
災害復旧費

その他

一般財源 20,217

補正額 ▲ 44,400

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

89,630

H28現計
予算額

45,230

特定財源の状況

国費 ▲ 33,217

県費

市債 ▲ 31,400

財源の内訳（単位：千円）変更理由：事業費の確定による
市が管理する道路・河川について、災害により被災した箇所を速や
かに復旧し、安全・安心な生活を確保する。

平成28年8月28日～8月30日の豪雨による被災
（大宇陀栗野地内　　　　　計１箇所）
平成28年9月18日～9月20日の台風16号による被災
（室生上笠間地内他　　　 計4箇所）
公共土木施設災害復旧工事　合計　5箇所

公共土木施設災害復旧費負担金
　　　　　　　　　　　 ▲33,217千円
災害復旧事業債　▲31,400千円

変更前 工 事 費 69,300 千円

委 託 料 20,000 千円

事 務 費 330 千円

合 計 89,630 千円

変更後 工 事 費 39,300 千円

委 託 料 5,600 千円

事 務 費 330 千円

合 計 45,230 千円
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

299,188

H28現計
予算額

278,234

特定財源の状況

国費

県費

市債

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

財源の内訳（単位：千円）　借入利率が見込みを下回ったことによる減額。なお、公債費は減
少傾向にある。

その他

一般財源 ▲ 20,954

補正額 ▲ 20,954

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第６章　第４節　行財政改革の推進

根拠条例等 地方自治法第２３０条

細目 1 利子

款 11 公債費

区分 № 区分名

事業の目的

　過去に発行した地方債に対する償還額の適正な管理を行う。

目 2 利子

項 1 公債費

所管課 61 財政課 （企画財政部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 公債費償還（利子）

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <11-1-2-1> <61>

補正前 補正 補正後
市債償還金利子 296,188 ▲ 20,954 275,234
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

回収不能と判断された債権

▲ 6,000

H28補正前
予算額

351,558

H28現計
予算額

備　　考

住宅新築資金等貸付金を借受人より回収する。
平成28年度当初債権数201件

細目

根拠条例等 奈良県住宅新築資金等貸付助成事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　第４章　第１節　誰もが尊重される共生のまちづくり

補正事業
概要
(理由含）

県補助金
償還推進費補助金　8,568千円
一般会計繰入金　2,860千円
回収管理組合返戻金　▲17,428千円

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　歴史的社会的理由により、生活環境等の安定向上が阻害されて
いる地域の環境改善を図るため、町村条例に基づき貸付を行った
「住宅新築資金」「宅地取得資金」及び「住宅改修資金」について、
貸付を行った資金を公正で適正かつ効率的に回収すること。

目

款

項

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算102 人権推進課 （市民環境部）

補正額

所属
<102>

区分会計
<2> <--->

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市住宅新築資金等貸付事業特別会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 住宅新築資金貸付事業

補正予算

345,558

　貸付制度（新築・宅地・改修）は、平成13年度で廃止されたが、そ
の後の償還等に係る事務を行っている。公正で効率的に償還を進
めるために、奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合に加入
し、債権の回収を管理組合が行い、その会計処理を特別会計で処
理している。
貸付資金の回収を行っている奈良県住宅新築資金等貸付金回収
管理組合が資金の借受人の生活保護受給により回収不能と判断し
た11,428,727円について、回収不能の4分の3を県補助金として8,569
千円を受け入れる（当初千円予算措置済）。残りの4分の1を一般会
計から特別会計に2,860千円を繰入れして精算するものである。

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費 8,568

市債

その他 ▲ 14,568

一般財源

（単位：千円）

区分 件数 貸付元金 貸付利子 償還額 未償還額 未到来利子 回収不能額
新築 2 10,500,000 2,851,283 4,802,256 8,549,027 0 8,549,027
宅地 1 3,000,000 574,800 695,098 2,879,700 0 2,879,700
合計 3 13,500,000 3,426,083 5,497,354 11,428,727 0 11,428,727

（単位：千円）

補正前 補正額 補正後
1 8,568 8,569

5,810 2,860 8,670
345,747 ▲ 17,428 328,319
351,558 ▲ 6,000 345,558

補正増減内容
償還推進費補助金
一般会計繰入金
回収管理組合返戻金
合　　計
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年度 会計 区分 所属
<2016> <7> <9-1-1-1> <101>

平成 28 年度　宇陀市国民健康保険事業特別会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 国保　財政調整基金積立金

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

款 9 基金積立金

区分 № 区分名

事業の目的

　国保財政の基盤を安定・強化する観点から、「保険者の規模等に
応じて、安定的かつ十分な基金を積み立てられたい」との厚生労働
省国民健康保険課長通知に基づき基金積立を行うとともに、経済情
勢の著しい変動等による財源不足や、必要やむを得ない理由により
経費の財源を確保しておく。

目 1
国民健康保険財政
調整基金積立金

項 1 基金積立金

総合計画 基本計画　第２章　第２節　地域医療体制の充実

根拠条例等 国民健康保険法

細目 1
国民健康保険財政
調整基金積立金

その他

一般財源 4,456

補正額 4,456

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

1

H28現計
予算額

4,457

特定財源の状況

国費

県費

市債

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

【節】25.積立金
　　補正前　　　　 　1,000円
　　要求額　　　4,456,000円
　　補正後　 　 4,457,000円

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）前年度繰越金　　9,283,960円・・・①
前年度返還金　　4,827,635円・・・②
　　　①－②　　　 4,456,325円・・・基金へ積み立て
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年度 会計 区分 所属
<2016> <7> <11-1-3-1> <101>

平成 28 年度　宇陀市国民健康保険事業特別会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 国庫負担金等精算償還金

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

款 11 諸支出金

区分 № 区分名

事業の目的

　前年度の国庫負担金等の確定に伴い、収入済額と精算を行う。

目 3 償還金

項 1
償還金及び還付加
算金

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第２節　地域医療体制の充実

根拠条例等 国民健康保険法

細目 1 償還金

その他

一般財源 4,827

補正額 4,827

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

1

H28現計
予算額

4,828

特定財源の状況

国費

県費

市債

　【節】23.償還金、利子及び割引料
　【細節】31.負担金償還金
　　　　　補正前　　　　　 1,000円
　　　　　要求額　　　　205,000円
　　　　　補正後　　　　206,000円・・・返還額Ｂ，Ｃ

　【細節】34.療養給付費負担金返還金
　　　　　補正前　　　　　　　　0円
　　　　　要求額　　　4,622,000円
　　　　　補正後　　　4,622,000円・・・返還額Ａ

　合計　補正前　　　　　 1,000円
　　　　　要求額　　　4,827,000円
　　　　　補正後　　　4,828,000円

財源の内訳（単位：千円）〇平成27年度療養給付費等負担金の精算
　受入済額　440,526,151円・・・①
　確定額　　 435,904,516円・・・②
　①－②　　  　4,621,635円・・・返還額Ａ

〇平成27年度特定健康診査・保健指導国庫負担金の精算
　受入済額　　2,865,000円・・・①
　確定額　　 　2,792,000円・・・②
　①－②　　　　　73,000円・・・返還額Ｂ

〇平成27年度特定健康診査・保健指導県費負担金の精算
　受入済額　 2,925,000円・・・①
　確定額　　  2,792,000円・・・②
　①－②　　  　133,000円・・・返還額Ｃ
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年度 会計 区分 所属
<2016> <7> <11-2-1-1> <101>

平成 28 年度　宇陀市国民健康保険事業特別会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 国保　診療施設勘定繰出金

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

款 11 諸支出金

区分 № 区分名

事業の目的

　国保直営診療施設へ特別調整交付金相当額を繰り出すことに
よって、直営施設の運営の安定化を図る。

目 1
診療施設勘定繰出
金

項 2 繰出金

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第２節　地域医療体制の充実

根拠条例等 国民健康保険法

細目 1
診療施設勘定繰出
金

その他

一般財源

補正額 2,938

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

13,100

H28現計
予算額

16,038

特定財源の状況

国費 2,938

県費

市債
【節】28.繰出金
　補正前　　13,100,000円
　要求額　　　2,938,000円
　補正後　　16,038,000円

財源の内訳（単位：千円）　へき地直営診療所運営費が当初見込みより増額になったため、繰
出金に不足額が生じるため、増額する。

　田口診療所　　当初　 6,500千円・・・①
　　　　　　　　　　　見込　7,705千円・・・②
　　　　　　　　　　①－② 1,205千円・・・不足額Ａ

　東里診療所　 当初   6,600千円・・・①
　　　　　　　　　　見込　 8,333千円・・・②
　　　　　　　　　　①－②1,733千円・・・不足額Ｂ

　　　　　　　　　　　　　不足額Ａ+Ｂ＝2,938千円

特別調整交付金（国）　2,938千円
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分担金・負担金 ▲ 5,125

使用料・手数料

H28補正前
予算額

390,843

H28現計
予算額

383,586

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）報酬、検針員賃金、委託料、公課費（消費税）の減額

給水分担金　▲3,095千円
工事負担金　▲2,030千円

その他

一般財源 ▲ 2,132

補正額 ▲ 7,257

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等 宇陀市簡易水道事業等に関する条例・宇陀市簡易水道事業給水条例

細目 1 総務管理費

款 1 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　水道法の規定に基づき水道事業を実施。
　利用者に安心・安全、安定した飲料水の供給を目指し、水道施設
の管理を行う。

目 1 総務管理費

項 1 総務管理費

所管課 501 水道局総務課 （水道局） 宇陀市簡易水道事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 簡易水道事業（総務管理費）

平成 28 年度　宇陀市簡易水道事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <11> <1-1-1-1> <501>

歳出
補正前 補正後 増減

報酬 57 0 ▲ 57
賃金 2,340 2,240 ▲ 100
委託料 23,328 22,828 ▲ 500
原材料費 112,864 112,264 ▲ 600
公課費 16,945 10,945 ▲ 6,000

合計 155,534 148,277 ▲ 7,257

（単位：千円）
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82,122

　簡易水道施設等整備費補助金の減額に伴う工事費用等の減額補
正。

特定財源の状況

分担金・負担金 2,733

使用料・手数料

国費 ▲ 16,523

県費

市債 2,000

その他

一般財源 612

補正額

所属
<501>

区分会計
<11> <1-2-1-10>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市簡易水道事業特別会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 松井簡易水道

補正予算 [第 2 号] 事業別シート

宇陀市簡易水道事業特別会計予算501 水道局総務課 （水道局）

事業の目的

区分 区分名№　松井簡易水道地区（宇賀志・下片岡）への水道の供給を行う。

目 1 施設整備費

款 1 総務費

項 2 施設整備費

備　　考

細目 10 施設整備費

根拠条例等 水道法第１５条

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

補正事業
概要
(理由含）

国庫補助金　 ▲16,523千円
簡水債　　　　　　 1,000千円
過疎債　　　　　　 2,600千円
辺地債　　　　　▲1,600千円
負担金　　　　　　 2,733千円

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

▲ 11,178

H28補正前
予算額

93,300

H28現計
予算額

歳出

補正前 補正後 増減
事務費（施設整備） 1,900 790 ▲ 1,110
工事請負費（施設整備） 91,400 81,332 ▲ 10,068

合計 93,300 82,122 ▲ 11,178

（単位：千円）
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年度 会計 区分 所属
<2016> <11> <1-2-1-10> <501>

平成 28 年度　宇陀市簡易水道事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 田原簡易水道

所管課 501 水道局総務課 （水道局） 宇陀市簡易水道事業特別会計予算

款 1 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　田原簡易水道地区（守道）への水道の供給を行う。

目 1 施設整備費

項 2 施設整備費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等 水道法第１５条

細目 10 施設整備費

その他

一般財源 1,062

補正額 ▲ 28,237

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金 ▲ 173

使用料・手数料

H28補正前
予算額

88,200

H28現計
予算額

59,963

特定財源の状況

国費 ▲ 16,926

県費

市債 ▲ 12,200

財源の内訳（単位：千円）　簡易水道施設等整備費補助金の減額に伴う工事費用等の減額補
正。

国庫補助金　 ▲16,926千円
簡水債　　　　 ▲12,200千円
負担金　　　　   　▲173千円

歳出

補正前 補正後 増減
事務費（施設整備） 1,800 800 ▲ 1,000
委託料（施設整備） 27,000 8,880 ▲ 18,120
工事請負費（施設整備） 59,400 50,283 ▲ 9,117

合計 88,200 59,963 ▲ 28,237

（単位：千円）
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年度 会計 区分 所属
<2016> <11> <1-2-1-10> <501>

平成 28 年度　宇陀市簡易水道事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 室生中央簡易水道

所管課 501 水道局総務課 （水道局） 宇陀市簡易水道事業特別会計予算

款 1 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市室生大野・三本松（古大野）地区への水道の供給を行う。

目 1 施設整備費

項 2 施設整備費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等 水道法第１５条

細目 10 施設整備費

その他

一般財源 ▲ 3,272

補正額 ▲ 38,078

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

125,600

H28現計
予算額

87,522

特定財源の状況

国費 ▲ 12,406

県費

市債 ▲ 22,400

財源の内訳（単位：千円）　簡易水道施設等整備費補助金の減額に伴う工事費用等の減額補
正。

国庫補助金　 ▲12,406千円
簡水債　　　　 ▲11,200千円
過疎債　　　　 ▲11,200千円

歳出

補正前 補正後 増減
事務費（施設整備） 2,500 1,300 ▲ 1,200
委託料（施設整備） 8,500 3,450 ▲ 5,050
工事請負費（施設整備） 114,600 82,772 ▲ 31,828

合計 125,600 87,522 ▲ 38,078

（単位：千円）
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年度 会計 区分 所属
<2016> <11> <1-2-1-10> <501>

平成 28 年度　宇陀市簡易水道事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 県道上笠間三本松停車場線改良工事に伴う水道管移設工事

所管課 501 水道局総務課 （水道局） 宇陀市簡易水道事業特別会計予算

款 1 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　奈良県が実施している室生三本松地内の県道改良工事に伴い、
市管理水道管が支障となることから水道管移設工事を行う。

目 1 施設整備費

項 2 施設整備費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等 水道法第１５条

細目 10 施設整備費

その他 ▲ 550

一般財源 ▲ 150

補正額 ▲ 4,500

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

4,500

H28現計
予算額

特定財源の状況

国費

県費

市債 ▲ 3,800

財源の内訳（単位：千円）　奈良県が平成28年度に予定していた県道の改良工事が工程変更
により次年度に見送られたため。

移設補償費　 ▲550千円
簡水債　▲1,900千円
過疎債　▲1,900千円

歳出

補正前 補正後 増減
工事請負費（施設整備） 4,500 0 ▲ 4,500

合計 4,500 0 ▲ 4,500

（単位：千円）
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

19,635

H28現計
予算額

17,650

特定財源の状況

国費

県費

市債 ▲ 2,000

財源の内訳（単位：千円）
大和川上流・宇陀川流域下水道建設負担金　▲1,985千円

流域下水道債　▲2,000千円

その他

一般財源 15

補正額 ▲ 1,985

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等 下水道法３１条の２（市町村の負担金）

細目 1 下水道総務費

款 1 下水道費

区分 № 区分名

事業の目的

●下水道展開催
下水道のしくみや役割を知ってもらうため、市内小中学校に夏休み
の課題として作品を募集。宇陀川浄化センターと協力し応募された
作品を展示する。
●大和川上流・宇陀川流域下水道建設負担金
奈良県が行う、国庫補助事業の補助裏負担分と、県単独事業の合
計額のうち1/8を宇陀市が負担する。 目 1 下水道総務費

項 1 下水道費

所管課 162 下水道課 （水道局） 宇陀市下水道事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 下水道総務費

平成 28 年度　宇陀市下水道事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <12> <1-1-1-1> <162>

単位：千円

市債 一般財源

2,000 2,000 0

単位：千円

市債 一般財源

15 0 15

▲ 1,985 ▲ 2,000 15

補正前（A)

補正後（B)

予算科目 予算額
財源

負担金、補助金及び交付金
（流域下水道建設負担金）

予算科目 予算額
財源

負担金、補助金及び交付金
（流域下水道建設負担金）

差引（A)－（B)
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年度 会計 区分 所属
<2016> <12> <1-1-2-1> <162>

平成 28 年度　宇陀市下水道事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 公共下水道管理費(移設工事費・流域下水道維持管理費等負担金）

所管課 162 下水道課 （水道局） 宇陀市下水道事業特別会計予算

款 1 下水道費

区分 № 区分名

事業の目的

●維持管理費
管渠、マンホール、中継ポンプ場及びマンホールポンプ場等の下水
道施設が正常に運転できるように点検及び維持補修を行うとともに
新規あるいいは改築された宅内排水設備の検査を行う。

●流域下水道維持管理費等負担金
宇陀川浄化センターでの処理経費に係る費用等を、有収水量により
算出し、県に支払う。

目 2 下水道管理費

項 1 下水道費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等 宇陀市下水道条例

細目 1
下水道管理費・公
共

その他 ▲ 1,100

一般財源 ▲ 515

補正額 ▲ 1,615

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

126,421

H28現計
予算額

124,806

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）
・工事請負費　　　▲1,100千円
マンホールポンプ場移設工事費の減

・負担金、補助金及び交付金　▲515千円
流域下水道維持管理費等負担金の減

移設補償費　▲1,100千円

単位：千円

国庫補助金 市債 移設補償費 一般財源

工事請負費
（移設工事）

5,000 5,000

負担金
(流域下水道維持
管理費等負担金）

121,421 121,421

計 126,421 0 0 5,000 121,421
単位：千円

国庫補助金 市債 移設補償費 一般財源
工事請負費
（移設工事）

3,900 3,900

負担金
(流域下水道維持
管理費等負担金）

120,906 120,906

計 124,806 0 0 3,900 120,906
差引（A)－（B) ▲ 1,615 0 0 ▲ 1,100 ▲ 515

補　正　前　（A)

予算科目 予算額
財　　源

補　正　後　（B)

予算科目 予算額
財　　源
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

8,720

H28現計
予算額

6,420

特定財源の状況

国費 ▲ 1,200

県費

市債 ▲ 1,100

財源の内訳（単位：千円）事業費確定による減
第2中継ポンプ場　改築更新実施設計
委託料　▲2,300千円

社会資本整備総合交付金▲1,200千円
公共下水道債　▲1,100千円

その他

一般財源

補正額 ▲ 2,300

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等 社会資本整備総合交付金交付要綱

細目 1 公共下水道・補助

款 1 下水道費

区分 № 区分名

事業の目的

　第2中継ポンプ場の長寿命化計画に基づき、更新工事等を計画的
に実施することにより、下水道施設の長寿命化を図り、管理費を抑
制する。

目 1 公共下水道建設費

項 2 公共下水道建設費

所管課 162 下水道課 （水道局） 宇陀市下水道事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 第２中継ポンプ場改築更新実施設計

平成 28 年度　宇陀市下水道事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <12> <1-2-1-1> <162>

単位：千円

国庫補助金 市債 県補助金 一般財源

委託料
(第2中継ポンプ場改
築更新実施設計）

8,720 4,420 4,300

単位：千円

国庫補助金 市債 県補助金 一般財源

委託料
(第2中継ポンプ場改
築更新実施設計）

6,420 3,220 3,200

差引（A)－（B) ▲ 2,300 ▲ 1,200 ▲ 1,100 0

補　正　前　（A)

予算科目 予算額
財　　源

補　正　後　（B)

予算科目 予算額
財　　源
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年度 会計 区分 所属
<2016> <12> <2-1--> <162>

平成 28 年度　宇陀市下水道事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 公債費（元金・利子）

所管課 162 下水道課 （水道局） 宇陀市下水道事業特別会計予算

款 2 公債費

区分 № 区分名

事業の目的

　下水道事業において発行した地方債に対する償還額の適正な管
理を行う。

目

項 1 公債費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等

細目

その他

一般財源 5,500

補正額 ▲ 4,800

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

559,940

H28現計
予算額

555,140

特定財源の状況

国費

県費

市債 ▲ 10,300

　補正前　　559,940千円
　補正額　　▲4,800千円
　補正後　　555,140千円

財源の内訳（単位：千円）市債償還金元金の減額　　　▲400千円
市債償還金利子の減額　　▲4,400千円

資本費平準化債　▲10,300千円
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

当初予定
 ・ 配水管工事
　　　φ150・φ100・φ75　Ｌ＝1,229m
 ・ 給配水管工事
　　　φ75　Ｌ＝443m、φ75～φ30　Ｌ＝1,785m
　　　減圧弁φ50　2基、消火栓　6基、給水戸数　15戸
 ・ 舗装復旧工事
　　　切削工　Ａ＝1,906㎡、舗装版破砕工　Ａ＝3,000㎡

補正後
・ 配水管工事
　　　φ150・φ100・φ75　Ｌ＝1,300m
 ・ 給配水管工事
　　　φ75　Ｌ＝940m、φ75～φ30　Ｌ＝1,780m
　　　減圧弁φ50　3基、消火栓　7基、給水戸数　23戸

▲ 34,900

H28補正前
予算額

159,400

H28現計
予算額

備　　考

細目

根拠条例等 水道法第１５条

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

補正事業
概要
(理由含）

国庫補助金　▲28,009千円
出資金　　　　▲21,100千円
工事負担金　　　4,413千円
給水分担金　　　1,987千円

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　宇陀市上水道事業第3次拡張計画のうち、東榛原地区（玉立・赤
瀬・額井・山辺三）の一部高所地区へ水道の供給を行う。

目 2 水道建設事業費

款 1 資本的支出

項 1 建設改良費

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市水道事業特別会計予算502 水道局施設課 （水道局）

補正額

所属
<502>

区分会計年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市水道事業特別会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 玉立・赤瀬地区上水道事業（当初）

補正予算

124,500

国庫補助金（簡易水道等施設整備費補助金）の減額に伴う事業費
の精算

特定財源の状況

分担金・負担金 6,400

使用料・手数料

国費 ▲ 28,009

県費

市債

その他 ▲ 21,100

一般財源 7,809
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分担金・負担金 4,000

使用料・手数料

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

76,440

特定財源の状況

国費 24,480

県費

市債 21,300
 ・ 送配水管工事
　　　φ75・φ 50 Ｌ＝1,000m
　　　φ30 Ｌ＝340m
　　　橋梁添架2箇所
　　　減圧弁φ50　1基、消火栓　3基、給水戸数　5戸

財源の内訳（単位：千円）　平成28年度の国の大型補正予算を利用して29年度予定している
未普及地解消のための施設整備事業を前倒しで実施する。

国庫補助金　24,480千円
企業債　　　　21,300千円
出資金　　　　18,300千円
工事負担金　　2,758千円
給水分担金　　1,242千円

その他 18,300

一般財源 8,360

補正額 76,440

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等 水道法第１５条

細目

款 1 資本的支出

区分 № 区分名

事業の目的

　東榛原地区（玉立・赤瀬・額井・山辺三）の一部高所地区へ水道の
供給を行う。

目 2 水道建設事業費

項 1 建設改良費

所管課 502 水道局施設課 （水道局） 宇陀市水道事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 玉立・赤瀬地区上水道事業　（補正分）

平成 28 年度　宇陀市水道事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <502>
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年度 会計 区分 所属
<2016> <502>

平成 28 年度　宇陀市水道事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 田原地域水道事業　（補正分）

所管課 502 水道局施設課 （水道局） 宇陀市水道事業特別会計予算

款 1 資本的支出

区分 № 区分名

事業の目的

　田原簡易水道地区（下片岡）への水道の供給を行う。

目 2 水道建設事業費

項 1 建設改良費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等 水道法第１５条

細目

その他 12,300

一般財源 2,800

補正額 49,000

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金 5,200

使用料・手数料

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

49,000

特定財源の状況

国費 16,400

県費

市債 12,300
［大宇陀下片岡地内］
　 ・ 給配水管工事
　　　　　　　　　　　　  φ 75　Ｌ＝1,414m
　　　　　　　　　　　　　消火栓　5基、給水戸数　10戸

　 ・舗装工事　　　　　A＝5,500㎡

財源の内訳（単位：千円）　平成28年度の国の大型補正予算を利用して29年度予定している
未普及地解消のための施設整備事業を前倒しで実施する。

国庫補助金　16,400千円
企業債　　　　12,300千円
出資金　　　　12,300千円
工事負担金　　3,580千円
給水分担金　　1,620千円
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年度 会計 区分 所属
<2016> <502>

平成 28 年度　宇陀市水道事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 松井地域水道事業　（補正分）

所管課 502 水道局施設課 （水道局） 宇陀市水道事業特別会計予算

款 1 資本的支出

区分 № 区分名

事業の目的

　松井簡易水道地区（宇賀志）への水道の供給を行う。

目 2 水道建設事業費

項 1 建設改良費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等 水道法第１５条

細目

その他 22,900

一般財源 8,980

補正額 91,100

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金 5,720

使用料・手数料

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

91,100

特定財源の状況

国費 30,600

県費

市債 22,900
　［菟田野宇賀志地区］
　　 ・ 給配水管工事　φ150　Ｌ＝730m、φ75　Ｌ＝1,100m、
　　　 　　　　　　　　　　 φ 50　Ｌ＝220m
　　　　　　　　　　　　　　消火栓　2基、給水戸数11戸

　　 ・ 舗装工事　　　　A＝5,500㎡

財源の内訳（単位：千円）　平成28年度の国の大型補正予算を利用して29年度予定している
未普及地解消のための施設整備事業を前倒しで実施する。

国庫補助金　30,600千円
企業債　　　　22,900千円
出資金　　　　22,900千円
工事負担金　　3,938千円
給水分担金　　1,782千円
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